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第Ⅰ部 競技会参加会員（選手）向けアンケート調査結果 
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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

 

 本調査は、一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の競技会に参加しいている「競技

会参加会員」を対象に、「自身の練習環境や競技に対する考え方など日頃感じている障

がい者スポーツに関わる課題」などに関して意見を聞き、今後の当連盟が実施する大会

や障がい者スポーツのトレーニング環境の改善に活用するための基礎資料とするもの

である。 

 

 

２．調査の方法 

 

（１）調査対象 

一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の競技会参加会員 682 人 

（２）調査方法 

郵送による配付と回収 

（３）調査期間 

平成 29 年 9 月 30 日から 10 月 13 日 

（４）主な調査内容 

①競技歴について 

②障がい者の水泳を取り巻く練習環境について 

③大会への参加のことについて 

④東京２０２０年パラリンピックのことについて 

⑤当連盟のことについて 

 

 

３．配布・回収状況 

 

調査票配布数 有効配布数※1 回収数 回収率※2 

682 673 390 57.9％ 
※1 有効配布数：調査票配布数からあて先不明を除いたもの 
※2 回収率＝回数数÷有効配布数×100 
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４．報告書の見方 

 

（１）特に記載のない場合の単位は、すべて“人”である。 

（２）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（副設問では設問該当対

象数）に対する百分比（％）を表している。１人の対象者に２以上の回答を求める

設問では、百分比（％）の合計は 100％を超える。 

（３）分類別の表中の百分比（％）は、すべて各分類項目の該当対象数を 100％として

算出した。また、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表示し

た。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体の示す数値とが一致しないことがあ

る。 

（４）クロス集計の結果を示す図表においては、分かりやすくするため回答肢の順番を

入れ替えているほか、「その他」、「無回答」は省略している。 

（５）記述意見については、本文中では概要のみを記述しており、全文については第Ⅲ

部にまとめて記載している。 
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Ⅱ．回答者の属性 

 

１．性別、年齢、職業 

回答者の性別は、「男性」64.40％、「女性」34.9％となっている。 

年齢は、「20 歳未満」20.0％、「40 歳代」18.2％、「50 歳代」14.1％の順に高い割合

になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業は、「会社員」31.3％、「学生・大学院生」21.3％の順に高い割合になっ

ている。その他の職業は、「主婦」「パート・アルバイト」「就労継続支援施設（Ａ型、

Ｂ型）」などであった。 
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２．障がいについて 

 

（１）障がいクラス 

障がいクラスについては、クラス

Ｓ（自由形、背泳ぎ、バラフライ）

では、身体の機能に関する障がい

S8・55 人が最も多く、S9・54 人、

S7・46 人、S6・44 人と続いている。 

クラス SB（平泳ぎ）では、S8・

55 人が最も多く、S9・45 人、S6・

42 人、S7・41 人と続いている。 

 クラス SM（個人ﾒﾄﾞﾚｰ）では、S8・

44 人が最も多く、S9・39 人、S6・

38 人、S7・32 人と続いている。 

クラス S、SB、SM ともに、クラ

ス 6～9（または 10）の回答者が多

い。 

 また、身体の機能に関する障がい

の他、視覚障がい、聴覚障がい、軽

い障がいの各クラスからの回答者が

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいの種

類 

クラ

ス 

ｸﾗｽ S 

自由形 

背泳ぎ 

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 

ｸﾗｽ SB 

平泳ぎ 

ｸﾗｽ SM 

個人ﾒﾄﾞﾚｰ

身体の機能

に関する障

がい 

1 2 2 1

2 5 4 3

3 5 6 2

4 7 11 8

5 15 23 10

6 44 42 38

7 46 41 32

8 55 55 44

9 54 45 39

10 30 1 19

視覚障がい 11 7 4 3

  12 7 5 4

  13 17 14 12

聴覚障がい 15 13 7 7

軽い障がい 21 27 14 18

 合計 334 274 240

 クラス不明 14 4 1

 無回答 42 112 149

 総計 390 390 390

単位：人 
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（２）障がい区分 

回答者の障がい区分は、「5.機能障がい」27.9%、「3.切断・欠損」18.5%、「4.脳性

マヒ」17.7%の順となっている。 

「7.その他」については、「下肢障がい（人工関節含む）」「片下肢不完全・片上肢

不完全」「頸髄損傷」など様々な障がいが回答されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）障がいの受傷・発症について 

障がいの受傷・発症は、「2.中途障がい」58.7%、「1.先天性障がい」39.0%となっ

ている。 

「2.中途障がい」の人の受傷・発症時期は、「1.20 歳未満」41.9%、「2.20 歳代」17.5%、

「3.30 歳代」16.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計条件＝4(3)受傷発症(2.中途障がい) 
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Ⅲ．競技歴について 

 

１．水泳を始めたきっかけ 

 

「6.リハビリで始めた」36.9%と回答した人が最も多く、「4.家族のすすめで」25.6%、

「5.友人や知人のすすめで」18.5%、「1.学校の授業やクラブ活動で」15.6%と続く。 

一方、「8.国際大会（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ、世界選手権等）を観戦して」「9.国内大会（障がい

者ｽﾎﾟｰﾂ大会、国民体育大会等）を観戦して」「10.講習会や交流会で紹介されて」「11.ﾃ

ﾚﾋﾞや雑誌などﾒﾃﾞｨｱを通じて」などが、水泳を始めたきっかけとなった人は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.学校の授

業やクラブ

活動で 

2.医療関係者

のすすめで 

3.福祉関係

者のすすめ

で 

4.家族のす

すめで 

5.友人や知

人のすすめ

で 

6.リハビリ

で始めた 

7.受傷・発症

前からして

いた 

61 37 24 100 72 144 50 

15.6% 9.5% 6.2% 25.6% 18.5% 36.9% 12.8% 

 

（重複回答) 
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8.国際大会
（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ、世

界選手権等）を

観戦して 

9.国内大会（障

がい者ｽﾎﾟｰﾂ大会、

国民体育大会等）

を観戦して 

10.講習会や

交流会で紹

介されて 

11.ﾃﾚﾋﾞや雑

誌などﾒﾃﾞｨｱ

を通じて 

12.その他 無回答 サンプル数 

7 10 12 11 66 2 390 

1.8% 2.6% 3.1% 2.8% 16.9% 0.5% 100.0% 

 

２．水泳を始めるにあたって影響を受けた人物 

 

「8.友人や知人」32.1%が最も多く、「6.監督やコーチ」25.6%、「4.父母・兄弟など」

19.5%、「7.トップアスリート」16.7%となっている。 

なお、「10.その他」については、「いとこ、子ども、祖母」や「自身の意思」などの

ほか、「県大会に出場していた他の選手」「市内の脊損の方が水泳をしていたので」「プ

ールの中で知り合った人」や「障がい者水泳指導者」「障がい者センター職員」「水泳協

会の方々、連盟会長、役員」などが水泳を始めるにあたって影響を受けた人物として挙

げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.医師 

2.理学療法士

など医療関係

者 

3.介護士など

福祉関係者 

4.父母・兄弟な

ど 

5.先生など学

校関係者 

6.監督やコー

チ 

19 34 9 76 29 100 

4.9% 8.7% 2.3% 19.5% 7.4% 25.6% 

（重複回答) 
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7.トップアス

リート 
8.友人や知人 9.先輩や後輩 10.その他 無回答 サンプル数 

65 125 30 64 23 390 

16.7% 32.1% 7.7% 16.4% 5.9% 100.0% 

 

３．水泳以外で行っているスポーツや今後行ってみたい運動・スポーツ 

 

「9.水泳以外にない」42.6%と回答した人が最も多く、「8.その他」28.5%、「1.陸上競

技」13.3%となっている。 

「8.その他」には、「アーチェリー」「車イスアルティメット」「スキー（チェアスキ

ー含む）」「スキューバダイビング」「サーフィン」「乗馬」「登山、ボルダリング」「バス

ケットボール（車イスバスケットボール、ツインバスケット含む）」「バトミントン（車

イスバトミントン含む）」「サッカー（フットサル含む）」「テニス（ソフトテニス、ショ

ートテニス、ブラインドテニス含む）」など多種多様な運動・スポーツが挙げられてい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.陸上競技 
2.車いすテニ

ス 
3.卓球 

4.トライアス

ロン 
5.自転車 6.テコンドー

52 9 39 41 39 4 

13.3% 2.3% 10.0% 10.5% 10.0% 1.0% 

7.パワーリフ

ティング 
8.その他 

9.水泳以外に

ない 
無回答 サンプル数 

7.パワーリフ

ティング 

9 111 166 15 390 9 

2.3% 28.5% 42.6% 3.9% 100.0% 2.3% 

 

（重複回答) 
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４．水泳の目的 

 

水泳の目的は、「1.主にパラリンピックなど競技を目指したい」43.8%、「3.主に健康

維持・リハビリの手段として」31.3%、「2.レクリエーションとして仲間と楽しむ」12.1%

となっている。 

「4.その他」には、「記録会、競技大会を目指して」など大会へ出場し入賞や記録更

新を目指してという回答が多かったほか、「仲間との交流」「楽しいから」という回答も

挙げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.主にﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ

ｯｸなど競技を

目指したい 

2.レクリエー

ションとして

仲間と楽しむ 

3.主に健康維

持・リハビリの

手段として 

4.その他 5.無回答 合 計 

171 47 122 46 4 390 

43.8% 12.1% 31.3% 11.8% 1.0% 100.0% 

 

また、問 8-1 で「1.主にパラリンピックなど競技を目指したい」と回答した人につい

て、その理由を聞いたところ、次のような理由が挙げられていた。 

 
問 8-1 で「1.主にパラリンピックなど競技を目指したい」の回答（抜粋） 
 
・自分の可能性を試してみたい。 
・目標がある方が頑張れるから。 
・競技を始めた限りトップを目指したいから。メダルを取りたいから。 
・世界の舞台で活躍したいから。 
・トップアスリートたちにあこがれ、自分もそうなりたいと思ったから。 
・2020 年自国開催なので。 
・大きな大会に出ることによって、大きな自信になると思うから。 
・様々な大会に出場し記録を樹立したときの達成感や存在感、あるいは挑戦をすることへ

の生きがい。 
・競技を目指して頑張っている仲間と一緒に夢を追いかけてみたいから。 
・ほかの人に勇気や希望を送りたい。 
・ここまで育ててくれた人たちへの感謝や仲間・家族などの期待に応えたい。 
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Ⅳ．障がい者の水泳を取り巻く練習環境について 

 

１．現在の練習環境等 

 

（１）練習環境の満足度 

現在の練習環境については、「1.満足している」は 34.6%にとどまっており、「3.不

満がある」は 28.5%、「2.どちらともいえない」についても 35.9%となっており、何

らかの不満があるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.満足してい

る 

2.どちらと

もいえない 
3.不満がある 4.無回答 合      計 

135 140 111 4 390 

34.6% 35.9% 28.5% 1.0% 100.0% 

 

（２）練習環境に対する不満の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答) 
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1.練習場所

がない、遠い 

2.施設が使

いにくい 

3.指導者が

いない 

4.指導者に

不満がある
5.その他 無回答 サンプル数

61 40 39 17 12 1 111 

55.0% 36.0% 35.1% 15.3% 10.8% 0.9% 100.0% 

 

現在の練習環境について「不満がある」と回答した人にその理由を聞いたところ、

「1.練習場所がない、遠い」55.0%、「2.施設が使いにくい」36.0%、「3.指導者がいな

い」35.1%、「4.指導者に不満がある」15.3%という結果であった。 

なお、「5.その他」としては、「駅から遠い。」「時間と金銭的余裕がない。」「スター

ト練習できるプールがほとんどない。」「住んでいる地域に室内の長水路プールがな

い。」などが挙げられていた。 

 

①練習場所の施設が使いにくい理由について（抜粋） 

・バリアフリーになっていない。 

・25ｍプールがない。 

・車イス用駐車場がない。 

・市民プールで道具をつかえない。 

・障がいがあるため介助者が必要。 

 

②指導者がいない理由（抜粋） 

・身体障がい者の指導ができる水泳指導者がいない。 

・時間的制約がある。 

・近くに良いコーチがいない。 

 

③指導者はいるが不満がある理由（抜粋） 

・個々の障がいや可動域にあった泳法の指導や練習メニューではない。 

・指導者はボランティアなので、十分な時間を確保してもらうのが難しい。 

・指導頻度が少ない。 

 

２．主な練習場所 

 

主な練習場所となっているプールは、「2.公共のプール」59.2%が最も多く、次いで「1.

障がい者スポーツセンターのプール」41.3%、「3.スイミングクラブのプール」32.8%と

なっている。 

「6.その他」の練習場所は、「会員制のスポーツクラブ」「スポーツジム」などの回答

があった。 
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1.障がい

者ｽﾎﾟｰﾂｾﾝ

ﾀｰのﾌﾟｰﾙ 

2.公共の

ﾌﾟｰﾙ 

3.ｽｲﾐﾝｸﾞｸ

ﾗﾌﾞのﾌﾟｰﾙ 

4.学校の

ﾌﾟｰﾙ 

5.連盟強

化拠点の

ﾌﾟｰﾙ 

6.その他 無回答 
サンプル

数 

161 231 128 29 16 19 3 390 

41.3% 59.2% 32.8% 7.4% 4.1% 4.9% 0.8% 100.0%

 

３．練習回数について 

 

（１）現在の練習回数 

現在の練習回数は、「3.週に１～２回程度」37.7%が最も多く、次いで「2.週に３回

以上」31.8%、「1.ほぼ毎日」15.4%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎

日 

2.週に３

回以上 

3.週に１

～２回程

度 

4.月に１

～２回程

度 

5.不定期

に時々 
6.その他 7.無回答 合 計 

60 124 147 25 26 5 3 390 

15.4% 31.8% 37.7% 6.4% 6.7% 1.3% 0.8% 100.0%

（重複回答) 
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（２）練習回数に対する希望 

練習回数は「3.今のままでよい」という人は 43.3%である一方、「1.増やしたい」

32.1%、「2.増やしたいが、困難である」22.8%となっており、合わせると 54.9%で半

数以上の人が現在より練習回数を増やすことを望んでいる。 

「2.増やしたいが、困難である」とした人のその理由は、「送迎の確保が難しい」「仕

事や学業との両立」「家事や育児との両立」「介助者の確保」「体調の不良」などが挙

げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.増やしたい 
2.増やしたい

が、困難である 

3.今のままで

よい 
4.減らしたい 5.無回答 合 計 

125 89 169 1 6 390 

32.1% 22.8% 43.3% 0.3% 1.5% 100.0% 

 

４．練習プールの確保について 

 

（１）練習プールの確保の苦労 

練習プールを確保する上での苦労について、「1.あった」19.5%、「2.少しはあった」

30.0%であり、合わせると 49.5%が何らかの苦労あったとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.あった 2.少しはあっ 3.なかった 4.無回答 合 計 
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た 

76 117 191 6 390 

19.5% 30.0% 49.0% 1.5% 100.0% 

 

【障がい区分別の練習プールの確保の苦労について】 

「4(2)障がい区分」別の「13-1.練習プールを確保する上での苦労」をみると、「2.

脊髄損傷」の人で苦労が「1.あった」34.4%「2.少しはあった」34.4%となっており、

合わせると７割弱（68.8%）の人が何らかの苦労があったと回答している。 

次いで「1.視覚障がい」の人が 52.4％（「1.あった」「2.少しはあった」の合計）、「3.

切断・欠損」の人が 51.4%の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 1.あった 2.少しはあった 3.なかった 4.無回答 合 計 

2.脊髄損傷 
11 11 10 0 32 

34.4% 34.4% 31.3% 0.0% 100.0% 

1.視覚障がい 
12 10 19 1 42 

28.6% 23.8% 45.2% 2.4% 100.0% 

3.切断・欠損 
8 29 34 1 72 

11.1% 40.3% 47.2% 1.4% 100.0% 

4.脳性マヒ 
14 20 33 2 69 

20.3% 29.0% 47.8% 2.9% 100.0% 

5.機能障がい 
21 28 60 0 109 

19.3% 25.7% 55.1% 0.0% 100.0% 

6.聴覚障がい 
5 3 15 0 23 

21.7% 13.0% 65.2% 0.0% 100.0% 
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【水泳の目的別の練習プールの確保の苦労について】 

「8-1.水泳の目的」別の「13-1.練習プール確保の苦労」については、「1.競技を目

指したい」とした人で苦労が「1.あった」23.4%「2.少しはあった」34.5%となって

おり、合わせると６割弱（57.9%）の人が何らかの苦労があったと回答している。 

「3.主に健康維持・リハビリのため」「2.レクリエーションとして」とした人につ

いては、約４割の人が何らかの苦労があったとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.あった 2.少しはあった 3.なかった 4.無回答 合 計 

1.競技を目指した

い 

40 59 72 0 171 

23.4% 34.5% 42.1% 0.0% 100.0% 

3.主に健康維持・

リハビリのため 

13 37 68 4 122 

10.7% 30.3% 55.7% 3.3% 100.0% 

2.レクリエーショ

ンとして 

10 9 28 0 47 

21.3% 19.2% 59.6% 0.0% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－17－ 
 

（２）練習プールの確保の際の差別や偏見の有無 

練習プールの確保の際に苦労が「あった」「少しはあった」と回答した人に、苦労

があった背景には、障がいがあることに対して、それを理由とする差別や偏見がある

と思うかどうかを聞いたところ、「1.思う」23.8%、「2.どちらかと言うとそう思う」

20.2%、合わせると 44.0%が差別や偏見があったと感じている。 

一方、「3.どちらかというとそう思わない」22.3%、「4.思わない」30.1%、合わせ

ると 52.4％の人は、練習プールの確保の際の苦労は、差別や偏見以外の理由による

ものであると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.思う 

2.どちらかと

言うとそう思

う 

3.どちらかと

いうとそう思

わない 

4.思わない 5.無回答 合 計 

46 39 43 58 7 193 

23.8% 20.2% 22.3% 30.1% 3.6% 100.0% 

 

（３）練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容 

問 13-1 で「1.あった」「2.少しはあった」と回答した人について、その具体的な内

容を聞いたところ、以下の理由が挙げられていた。 

 

問 13-3.練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容（抜粋） 

・施設がバリアフリーではない。 

・介助者をが必要である（求められる）。 

・差別や偏見ではなく、見慣れないもの（障がい者）への興味と心配。 

・車イスであることを理由に入館を断られた。 

・公共プールは、施設側や一般の利用者の理解が難しい。 

・視覚障がいを理由に断られた（介助者も一緒に入水することを条件にされた）。 

・障がい者や障がいへの理解不足。 

・スイミングスクールを障がいを理由に断られた。 

 

集計条件＝13-1.練習場所確保の苦労

(1.あった)(2.少しはあった)
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Ⅴ．大会への参加について 

 

１．連盟主催共催・大会について 

 

（１）連盟主催共催・大会への参加経験 

連盟主催共催・大会には、「1.ほぼ毎回参加している」47.2%、「2.日程の都合がつ

けば参加している」25.6%、「3.開催地の近いものだけ参加している」9.5%という結

果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎回参

加している 

2.日程の都合

がつけば参加

している 

3.開催地の近

いものだけ参

加している 

4.ほとんど参

加していない
5.無回答 合 計 

184 100 37 60 9 390 

47.2% 25.6% 9.5% 15.4% 2.3% 100.0% 

 

（２）連盟主催・共催大会の満足度 

連盟主催・共催大会に参加したことがある人に満足度を聞いたところ、「1.十分満

足している」21.2%、「2.ほぼ満足している」53.6%、合わせると 74.8%となっている。 

一方、「3.やや不満」11.2%、「4.満足していない」6.9%、合わせると 18.1%で２割

弱の人が何らかの不満を持っているという結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（集計条件＝14-1.連盟主催共催大会への参加(1.ほぼ毎回参加) (2.日程の都合がつけば参加)(3.開催地

の近いものだけ参加) 

集計条件＝14-1.連盟主催共催大会への参加(1.ほぼ毎回参加)
(2.日程の都合がつけば参加)(3.開催地の近いものだけ参加)
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1.十分満足し

ている 

2.ほぼ満足し

ている 
3.やや不満 

4.満足してい

ない 
5.無回答 合 計 

68 172 36 22 23 321 

21.2% 53.6% 11.2% 6.9% 7.2% 100.0% 

 

連盟主催・共催大会に満足していない理由（抜粋） 

・会場が遠いため、送迎が必要。 

・クラス分けの基準がよくわからない。クラス分けの方法に不満がある。 

・車イス使用者への対応、バリアフリーが不十分。 

・車イスの貸し出しがなくなったこと。 

・施設によっては更衣室などが使いにくい。 

・大会運営スタッフの不備。 

・高齢化に伴う年齢区分の変更（例 40～60 歳、60 歳以上）。 

 

【障がい区分別の連盟主催・共催大会の満足度について】 

「4(2)障がい区分」別の「14-2. 連盟主催・共催大会の満足度」をみると、「1.十分

満足」「2.ほぼ満足」の合計が最も高かったのが「6.聴覚障がい」の人 95.3%であっ

た。次いで「3.切断・欠損」の人が 80.7％、「2.脊髄損傷」の人が 74.1%となってい

る。 

一方、「3.やや不満」「4.満足していない」の合計が最も高かったのが、「1.視覚障が

い」の人で 26.3%、次いで「2.脊髄損傷」「5.機能障がい」の人で 22.2%となってい

る。 
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 1.十分満足 2.ほぼ満足 3.やや不満 
4.満足してい

ない 
5.無回答 

6.聴覚障がい 
3 17 0 0 1 

14.3% 81.0% 0.0% 0.0% 4.8% 

3.切断・欠損 
14 36 5 5 2 

22.6% 58.1% 8.1% 8.1% 3.2% 

2.脊髄損傷 
5 15 3 3 1 

18.5% 55.6% 11.1% 11.1% 3.7% 

1.視覚障がい 
5 22 9 1 1 

13.2% 57.9% 23.7% 2.6% 2.6% 

4.脳性マヒ 
11 25 6 4 5 

21.6% 49.0% 11.8% 7.8% 9.8% 

5.機能障がい 
20 40 13 7 10 

22.2% 44.4% 14.4% 7.8% 11.1% 

 

 

２．地域エリア大会について 

 

（１）地域エリア大会への参加経験 

地域エリア大会には、「1.ほぼ毎回参加している」59.5%、「2.日程の都合がつけば

参加している」27.4%という結果となっている。 

参加したことがある大会の具体的な地域ブロックや大会名については、東北から九

州・沖縄まで多岐にわたっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎回参

加している 

2.日程の都合

がつけば参加

している 

3.ほとんど参

加していない
4.無回答 合 計 

232 107 32 19 390 

59.5% 27.4% 8.2% 4.9% 100.0% 
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（２）地域エリア大会の満足度 

地域エリア大会に参加したことがある人に満足度を聞いたところ、「1.満足してい

る」21.2%、「2.ほぼ満足している」53.6%、合わせると 74.8%となっている。 

一方、「3.やや不満」11.2%、「4.満足していない」6.9%、合わせると 18.1%で２割

弱の人が何らかの不満を持っているという結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.満足してい

る 
2.ほぼ満足 3.やや不満 

4.満足してい

ない 
5.無回答 合 計 

100 162 47 19 11 339 

29.5% 47.8% 13.9% 5.6% 3.2% 100.0% 

 

地域エリア大会に満足していない理由（抜粋） 

・アップ用プールがない。 

・介助員をつける範囲をもう少し広げてほしい。 

・会場の交通の便が悪くて駅からタクシーを使わなければならない。 

・クラス分けに公平性がない。 

・更衣室、控室、トイレ、ロッカーなど施設、設備が使いにくい。 

・今年から車イスの貸し出しがなくなった。 

・順位等が適当に思う（ふれあい大会）。レース前に待たされて辛かった（近畿大会）。 

・召集の手際が遅いなど進行の仕方に課題がある。 

 

【障がい区分別の地域エリア大会の満足度について】 

「4(2)障がい区分」別の「15-2. 地域エリア大会への満足度」をみると、「1.十分満

足」「2.ほぼ満足」の合計が最も高かったのが「2.脊髄損傷」の人が 82.1%であった。

次いで「5.機能障がい」の人が 79.8％、「4.脳性マヒ」の人が 78.0%となっている。 

一方、「3.やや不満」「4.満足していない」の合計が最も高かったのが、「1.視覚障が

い」の人で 28.2%、次いで「3.切断・欠損」の人で 23.8%となっている 

 

 

集計条件＝15-1.地域エリア大会への参加(1.ほ
ぼ毎回参加)(2.日程の都合がつけば参加)
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1.満足して

いる 
2.ほぼ満足 3.やや不満

4.満足して

いない 
5.無回答 合 計 

2.脊髄損傷 
6 17 2 2 1 28 

21.4% 60.7% 7.1% 7.1% 3.6% 100.0% 

5.機能障がい 
35 40 15 3 1 94 

37.2% 42.6% 16.0% 3.2% 1.1% 100.0% 

4.脳性マヒ 
17 29 7 4 2 59 

28.8% 49.2% 11.9% 6.8% 3.4% 100.0% 

3.切断・欠損 
18 29 9 6 1 63 

28.6% 46.0% 14.3% 9.5% 1.6% 100.0% 

6.聴覚障がい 
1 13 2 1 2 19 

5.3% 68.4% 10.5% 5.3% 10.5% 100.0% 

1.視覚障がい 
8 18 9 2 2 39 

20.5% 46.2% 23.1% 5.1% 5.1% 100.0% 
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３．健常者大会について 

 

（１）健常者大会への参加経験 

健常者大会には、「1.参加したことがある」51.5%、「2.参加したことがない」47.2%

という結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.参加したこ

とがある 

2.参加したこ

とがない 
3.無回答 合      計 

201 184 5 390 

51.5% 47.2% 1.3% 100.0% 

 

（２）健常者大会への参加状況 

健常者大会に参加したことがある人に参加状況を聞いたところ、「2.日程の都合が

つけば参加している」が 46.3%と最も多く、次いで「3.開催地の近いものだけ参加し

ている」19.9%、「1.ほぼ毎回参加している」16.9%となっている。 

参加した具体的な大会名については、ジャパンマスターズ大会やマスターズ地域大

会を中心に多岐にわたっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答）集計条件＝16-1.健常者大会

への参加(1.参加したことがある) 
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1.ほぼ毎回参

加している 

2.日程の都合

がつけば参加

している 

3.開催地の近

いものだけ参

加している 

4.その他 無回答 サンプル数 

34 93 40 44 4 201 

16.9% 46.3% 19.9% 21.9% 2.0% 100.0% 

 

（３）健常者大会に参加しない理由 

健常者大会に参加したことがない人に参加状況を聞いたところ、「6.その他」が

42.4%と最も多く、次いで「4.競技水泳を目指していない」が 15.8%、「1.参加できる

制度になっていない」14.1%、「5.登録が必要で費用がかかる」10.3%となっている。 

「6.その他」については、「健常者の大会に障がい者も参加できることを知らなか

ったため」「あえて健常者大会へ出場することはないから」「機会がなかったから」「レ

ベルが高いので」などの理由が挙げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.参加で

きる制度

になって

いない 

2.FINA 規

則で失格

にされた

3.障がい

を見られ

るのが嫌

だ 

4.競技水

泳を目指

していな

い 

5.登録が

必要で費

用がかか

る 

6.その他 無回答 合 計 

26 1 9 29 19 78 22 184 

14.1% 0.5% 4.9% 15.8% 10.3% 42.4% 12.0% 100.0%

 

 

 

  

集計条件＝16-2.健常者大会への参加

(1.参加したことがない)
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（４）障がい者の参加が認められていない大会があることについて 

障がい者の参加が認められていない大会があることについては、「3.競技を目指す

障がい者には参加できるようにするべき」が 41.8%、「1.障がい者も参加できるよう

にするべきである」が 40.3%となっており、合わせると 82.1％が参加を認めるべき

だとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.障がい者も

参加できるよ

うにするべき

である 

2.障がい者が

参加できなく

ても良い 

3.競技を目指す

障がい者には参

加できるように

するべき 

4.特に何も

思わない 
5.無回答 合 計 

157 5 163 45 20 391 

40.3% 1.3% 41.8% 11.5% 5.1% 100.0% 

 

（５）参加が認められるようになったとき 

これまで参加が認められなかった健常者大会で参加が認められるようになったと

き、「1.参加したい」と回答した人は 53.8%となっており、「3.どちらともいえない」

とした人は 33.9%、「2.参加しない」とした人は 9.0%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.参加したい 2.参加しない 
3.どちらともい

えない 
4.無回答 合  計 

210 35 132 13 390 

53.8% 9.0% 33.9% 3.3% 100.0% 
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Ⅵ．東京 2020 年パラリンピックのことについて 

 

１．東京 2020 年パラリンピック大会への参加希望 

 

東京 2020 年パラリンピック大会には、「1.選手として参加したい」が最も多く 40.8%

であった。次いで、「5.テレビなどで応援参加したい」21.3%、「4.観客として参加した

い」16.4%、「3.組織委員会募集のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして参加したい」9.2%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.選手と

して参加

したい 

2.競技役

員として

参加した

い 

3.組織委

員会募集

のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

として参

加したい 

4.観客と

して参加

したい 

5.テレビ

などで応

援参加し

たい 

6.関心は

ない・参加

したくな

い 

7.無回答 合 計 

159 24 36 64 83 7 17 390 

40.8% 6.2% 9.2% 16.4% 21.3% 1.8% 4.4% 1 

 

２．日本社会での共生社会（排除されない社会）の実現について 

 

東京 2020 年パラリンピック開催の意義や遺産として日本社会での共生社会（排除

されない社会）の実現がうたわれていることについては、「3.実現には時間がかかる」

が最も多く 54.6%であり、次いで、「1.実現可能と思う」17.2%、「2.やや実現可能と思

う」14.6%、「4.実現できない」8.7%であった。 
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1.実現可能

と思う 

2.やや実現

可能と思う 

3.実現には

時間がかか

る 

4.実現でき

ない 
5.無回答 合      計 

67 57 213 34 19 390 

17.2% 14.6% 54.6% 8.7% 4.9% 100.0% 
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Ⅶ．連盟のことについて 

 

１．日本身体障がい者水泳連盟の事業内容 

 

日本身体障がい者水泳連盟は、選手の強化・大会運営・指導者研修会等の各種事業を

行っているが、これらの事業内容について、「1.よく知っている」は 24.1%、「2.少しは

知っている」47.4%であった。一方、「3.よく知らない」は 25.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.よく知ってい

る 

2.少しは知って

いる 
3.よく知らない 4.無回答 合 計 

94 185 101 10 390 

24.1% 47.4% 25.9% 2.6% 100.0% 

 

 

２．連盟ホームページの認知度 

 

日本身体障がい者水泳連盟のホームページについては、「2.時々見ている」は 52.3%、

「1.常に見ている」は 17.9%であった。一方、「3.見ていない」は 23.3%、「4.ＨＰがあ

ることを知らない」は 4.4%であった。 
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1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.無回答 合      計 

70 204 91 17 8 390 

17.9% 52.3% 23.3% 4.4% 2.1% 100.0% 

 

３．財務状況のホームページ掲載の認知度 

 

日本身体障がい者水泳連盟の財務状況などもホームページに掲載していることにつ

いて、「3.見ていない」は 65.4%、「2.時々見ている」は 22.6%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.無回答 合 計 

19 88 255 20 8 390 

4.9% 22.6% 65.4% 5.1% 2.1% 100.0% 

 

 

４．登録料や大会参加費について 

 

（１）登録料 

現在、選手が負担している登録料や大会参加費だけでは賄えず、国等の助成金や企

業からの協賛金でその不足分を充当しているが、2020 年以降は、パラリンピックバ

ブルがはじけ、この助成金や協賛金が激減することが予測される。 

そうなった時の登録料の負担について、年「3,000 円以上 4,000 円未満」が 43.6%

と現状維持か若干の負担増までを望む人が最も多い。次いで、現状の２倍程度にあた

る「5,000 円以上 10,000 円未満」が 26.7%となっている。 

なお、回答のあった登録料の平均値は、3,961 円／年であった。 
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3,000 円未

満 

3,000 円以

上 4,000 円

未満 

4,000 円以

上 5,000 円

未満 

5,000 円以

上 10,000

円未満 

10,000 円

以上 
無回答 合 計 

23 170 43 104 16 34 390 

5.9% 43.6% 11.0% 26.7% 4.1% 8.7% 100.0% 

 

 

（２）大会参加費 

大会参加費の負担については、1 種目「2,000 以上 3,000 円未満」が 52.6%と現状

維持か若干の負担増までを望む人が最も多い。次いで、1,000～2,000 円程度の負担

増にあたる「3,000 円以上 4,000 円未満」が 26.9%となっている。 

なお、回答のあった大会参加費の平均値は、2,470 円／1 種目であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,000 円

未満 

2,000 以

上 3,000

円未満 

3,000 円

以上

4,000 円

未満 

4,000 円

以上

5,000 円

未満 

5,000 円

以上

10,000 円

未満 

10,000

円以上 
無回答 合 計 

26 205 105 5 12 4 33 390 

6.7% 52.6% 26.9% 1.3% 3.1% 1.0% 8.5% 100.0%
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Ⅷ．日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見 

 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への意見として、多数の

回答が寄せられた。 

以下に、その一部を紹介するが、これ以外にも多岐にわたる意見があり、詳細につい

ては「第Ⅲ部 記述意見全文」の部を参照されたい。 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見（抜粋） 

 

●大会の時、強化選手に力を注ぐのは仕方のないことかもしれないが、育成枠の選手が「教

えてくれる先生が強化にいって、自分たちについてくれない」と困っている。育成枠の選

手も大事にしてほしい。 

●TV やメディアを使って障がい者スポーツを世間に見せることが大事。「一般の人にこん

なスポーツもあるんだ」と思わせることが広めることになり、障がい者スポーツを目指す

人が増えると思う。 

●幼いころからの教育（共生、インクルーシブなど）と社会全体の障がい者を受入れる姿

勢がより大切なのではと思います。施設などハード面でのバリアフリーは実現されつつあ

りますが、人々の心のバリアフリーについては、各自の温度差が大きいと思います。時間

はかかっても、私たちが率先してアピールする必要があります。 

●障がい者スポーツを生涯スポーツへ移行することで健常者との壁がなくなるのでないで

しょうか。超高齢化社会を見据えて、攻めの啓発活動をすることを期待します。 

●合宿を行うことも大切だが、地域の中で健常者を共に練習ができるようになることも大

切。もちろん障がいに合わせた練習をすることも大切なので、その両方ができるようにな

れば強い選手はたくさん出てくると思うしすそ野も広がると思います。 

●障がい者がスポーツに打ち込める環境、障がい者を受入れる環境が広がらない限り、障

がい者の中でもほんの一部の人間の競い合いにしかならないのが日本の障がい者スポー

ツの現状なのかなと思います。 

●車イスの貸し出しがなくなると、本当に困る。遠くから来る人もいるし、電動の車イス

の人もいるし、杖で生活していて水が危ない（プールサイド）人もいる。車イスを持って

いない人もいるのに、貸し出しをしてくれなくなって簡単に自分で各自準備しろって言わ

れても、金銭的負担も大きい。 

●高齢化時代に沿ってシニアクラス（年齢）の見直し。 

●参加種目を２種目から３種目に増やしてほしい。 

●障がい区分が分かりにくい。障がいの程度が異なるように思える選手が同ランクで競技

している。筋力、身体状況を十分に考慮した上でのメディカルチェックができているのか

疑問に感じるのは私だけでしょうか。あまりにも細かい区分は難しいと思いますが、納得

のできる区分内容の説明がほしいです。 
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●障がい者（一人ひとり）に応じた専門のコーチが少ない。練習メニューをこなすのもい

いが、やはり基礎の部分でその人に合ったフォーム矯正やコーディネートも含めてなかな

かいいコーチにめぐりあえない。関東では年１回（一般の）合宿を行っているが、そこで

はフォームを見てくれたり動画をとって自分のフォームを確認できたり適切なアドバイ

スをもらうことができる。このような合宿を年に数回行ってほしい。合宿でなくても、月

１回ぐらいの割合で、普段の練習ではできない練習をしたい。 

●障がい者だから無料という考えの人が多く、相応の負担をするようにすべき。また、大

会の標準記録も低いため、トレーニング不十分の人でも参加できるため、肥満の選手も多

い。これでは健常者からみるとお情け競技会となっているため、ファンも増えない。経済

的にも自立し、節制した生活をしている人だけが参加できる大会があってもよいと思う。

●日本全国の障がい者への理解を深めるために、大会の開催地の小学生、中学生等子ども

たちを招待し、実際に応援やボランティアとして行動してもらうのはどうでしょうか？私

の子どもたちは、赤ちゃんのときから大会に連れて行っております。今は、私の移動の手

伝いや競技中のタッピング等いろいろと協力しています。彼らは街中で障がいを持つ人を

見かけても、怖がらずに対応できるようになりました。どのように対応してよいかわから

ず、怖がるそうです。大人も対応できずに遠巻きに見ている人を多く見かけます。そうな

らないためにも、小さい時から障がいを持つ人との関わりを多く持ってくれたら、その子

供たちが大人になってしっかり私たちのことを理解してくれる人に成長してくれるので

はないでしょうか？ 

●障がいスポーツに関われる一般の指導者（インストラクター）をもっともっと養成すべ

きだ。 

●身体などの障がいがあっても普通高校に通っている生徒はいるので、中学校の総合体育

大会や高校の総合体育大会も障がい者の種目入れてほしい。健常の生徒は、スポーツに対

して認めてもらう機会があるが。もちろんインターハイ等の同時期にも。障がい者スポー

ツが健常者から認めてもらえるよう学校での体験会を進めてほしい（全国で）。 

●地域連盟の組織（東北、北海道等）の育成や北海道エリア限定の大会を創設してほしい。

●登録料や参加費が高すぎます。健常者のように１人で移動や出費がないし、どこに行く

にも人の手や費用もかかります。もっと自由に参加できるようにしてほしい。 

●子供の育成に力を入れてほしい。「知らない」子どもは相当います。私もそうでした。小

学生のころプログラムがあれば、それなりに実力をつけられたはず。決して特別なスポー

ツではない。自分の可能性を広げる場があることを伝えてほしいです。そういったリクル

ート活動というか、スカウトに力を入れてほしいです。 

●ホームページ上で自分の知りたい項目になかなかたどりつけないことがあり、途中であ

きらめてしまうことがある。 
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第Ⅱ部 技術支援会員向けアンケート調査結果 
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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

 

 本調査は、一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の「技術支援会員」を対象に、「自

身の活動や競技に対する考えなど、日頃感じているパラ水泳に関わる課題」などに関し

て、意見を聞き、連盟ビジョン作成に資するとともに、今後の当連盟が実施する事業に

活用できる基礎資料とするものである。 

 

 

２．調査の方法 

 

（１）調査対象 

一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟の技術支援会員 67 人 

（２）調査方法 

郵送による配付と回収 

（３）調査期間 

平成 29 年 9 月 30 日から 10 月 13 日 

（４）主な調査内容 

①障がい者水泳を取り巻く環境について 

②日頃の大会への参加のことについて 

③東京２０２０年パラリンピックのことについて 

④当連盟のことについて 

 

 

３．配布・回収状況 

 

調査票配布数 有効配布数※1 回収数 回収率※2 

67 64 45 人 70.3％ 
※1 有効配布数：調査票配布数からあて先不明を除いたもの 
※2 回収率＝回数数÷有効配布数×100 
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４．報告書の見方 

 

（１）特に記載のない場合の単位は、すべて“人”である。 

（２）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（副設問では設問該当対

象数）に対する百分比（％）を表している。１人の対象者に２以上の回答を求める

設問では、百分比（％）の合計は 100％を超える。 

（３）分類別の表中の百分比（％）は、すべて各分類項目の該当対象数を 100％として

算出した。また、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表示し

た。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体の示す数値とが一致しないことがあ

る。 

（４）クロス集計の結果を示す図表においては、分かりやすくするため回答肢の順番を

入れ替えているほか、「その他」、無回答」は省略している。 

（５）記述意見については、本文中では概要のみを記述しており、全文については第Ⅲ

部にまとめて記載している。 
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Ⅱ．回答者の属性 

 

１．性別、年齢、居住地 

 

回答者の性別は、「男性」64.4％、「女性」35.6％となっている。 

年齢は、「40 歳代」及び「50 歳代」31.1％、「30 歳代」15.6％、「60 歳代」11.1％、

「20 歳代」6.7％となっている。 

居住地については、「東北」6.7％、「関東」17.8％、「中部」6.7％、「近畿」33.3％、

「中国・四国」15.60％、「九州」20.0％となっている。 
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２．職業 

 

職業については、「1.医療関係専門職員」が 33.3%と最も多く、次いで「6.会社員・

団体職員」15.6%、「8.水泳指導コーチ・指導者」13.3%となっている。「9.その他」の

職業としては、「会社役員」などがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．現在の資格 

 

現在の資格については、「5.障がい者指導者資格」が 71.1%と最も多く、次いで「6.

（公財）日本水泳連盟競技役員・指導者資格」57.8%、「7.日本身体障がい者水泳連盟公

認指導者資格」40.0%、「1.理学療法士（ＰＴ）」26.7%となっている。「8.その他」の資

格としては、「水泳指導員」「障がい者スポーツトレーナー」「健康運動指導士」「JATI

トレーニング指導者、日体協ジュニアスポーツ指導員」という回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重複回答) 
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1.理学療法士 

（ＰＴ） 

2.作業療法士 

（ＯＴ） 

3.その他医療

資格者 

4.アスレティ

ックトレーナ

ー 

5.障がい者指

導者資格 

6.（公財）日本水

泳連盟競技役

員・指導者資格

12 4 1 3 32 26 

26.7% 8.9% 2.2% 6.7% 71.1% 57.8% 

7.日本身体障が

い者水泳連盟公

認指導者資格 

8.その他 無回答 サンプル数   

18 6 0 45   

40.0% 13.3% 0.0% 100.0%   

 

４．技術支援会員になった理由等 

 

（１）技術支援会員になった動機 

技術支援会員になった動機として最も多かったのは、「1.障がい者水泳への寄与」

68.9%であった。その他「3.自分の仕事と関連するから」33.3%、「2.自分の知識・技

術を役立てたい」28.9%ということであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.障がい者水

泳への寄与 

2.自分の知

識・技術を役立

てたい 

3.自分の仕事

と関連するか

ら 

4.その他 無回答 サンプル数 

31 13 15 3 0 45 

68.9% 28.9% 33.3% 6.7% 0.0% 100.0% 

 

（２）ほかの活動内容 

ほかの活動については、「4.特に活動していない」が 33.3%と最も多く、次いで「2.

健常者のスポーツ」28.9%、「3.その他の活動」17.8%であった。 

具体的な活動内容としては、「日本水泳連盟競技役員」「ボッチャ、健常者の水泳、

陸上」「発達障がい児の療育水泳」などの回答があった。 

 

（重複回答) 
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1.他の障がい

者スポーツ 

2.健常者のス

ポーツ 

3.その他の活

動 

4.特に活動し

ていない 
5.無回答 合 計 

4 13 8 15 5 45 

8.9% 28.9% 17.8% 33.3% 11.1% 100.0% 

 

（３）当連盟で活動できるジャンルと頻度 

活躍できるジャンルについては、「⑤大会運営（競技役員）」75.6%、「⑥研修業務」

64.4%、「④大会運営（クラス分け）」55.6%、「①強化関係（コーチ・指導者）」53.3%

が多く、「②強化関係（トレーナー、メディカル）」31.1%、「③強化関係（総務・事

務）」33.3%はやや少ない。 

活躍できるとした人の活躍頻度については、それぞれのジャンルともに「2.時々な

らば可能」が最も多く、次いで「1.必要なときはいつでも」であった。 
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①強化関係（コ

ーチ・指導者） 

②強化関係（ト

レーナー、メデ

ィカル） 

③強化関係（総

務・事務） 

④大会運営（ク

ラス分け） 

⑤大会運営（競

技役員） 
⑥研修業務 

24 14 15 25 34 29 

53.3% 31.1% 33.3% 55.6% 75.6% 64.4% 

⑦組織運営 ⑧何でも良い ⑨その他 無回答 サンプル数  

19 14 4 1 45  

42.2% 31.1% 8.9% 2.2% 100.0% （重複回答）

 

 
1.必要なとき

はいつでも 

2.時々ならば

可能 

3.ほとんど無

理 

4.活動困難（無

回答含む） 
合 計 

①強化関係（コ

ーチ・指導者） 
20.0% 26.7% 11.1% 42.2% 100.0% 

②強化関係（ト

レーナー、メデ

ィカル） 

2.2% 20.0% 17.8% 60.0% 100.0% 

③強化関係（総

務・事務） 
11.1% 17.8% 13.3% 57.8% 100.0% 

④大会運営（ク

ラス分け） 
20.0% 28.9% 11.1% 40.0% 100.0% 

⑤大会運営（競

技役員） 
35.6% 37.8% 4.4% 22.2% 100.0% 

⑥研修業務 24.4% 37.8% 2.2% 35.6% 100.0% 

⑦組織運営 20.0% 22.2% 8.9% 48.9% 100.0% 

⑧何でも良い 15.6% 15.6% 2.2% 66.7% 100.0% 

 

（４）活動できる場所 

「2.多少遠くても可能・本部事業エリア」68.9%が活動できる場所として最も多い

回答であった。次いで「1.自宅や職場の近辺・地域エリア」48.9%、「3.海外を含む長

期の本部事業エリア」37.8%であった。 
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1.自宅や職場

の近辺・地域エ

リア 

2.多少遠くて

も可能・本部事

業エリア 

3.海外を含む

長期の本部事

業エリア 

4.その他 無回答 サンプル数 

22 31 17 0 1 45 

48.9% 68.9% 37.8% 0.0% 2.2% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

  

（重複回答) 
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Ⅲ．障がい者水泳を取り巻く環境について 

 

１．障がい者スイマーが置かれている状況について 

 

（１）練習プールなどの確保における障がいを理由とする差別や偏見について 

練習プールなどを確保する場合に、障がいを理由とする差別や偏見が「1.あると思

う」は 48.9%、「2.少しはあると思う」は 37.8%となっており、合わせると 86.7%の

人が何らかの差別や偏見があるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.あると思

う 

2.少しはあ

ると思う 

3.ないと思

う 

4.どちらと

も言えない
5.無回答 合 計 

22 17 1 5 0 45 

48.9% 37.8% 2.2% 11.1% 0.0% 100.0% 

 

（２）練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容 

問 7(1)で「1.あると思う」「2.少しはあると思う」と回答した人について、その具

体的な内容を聞いたところ、以下のとおりであった。 

 

問 7(2).練習プールの確保の際の具体的な差別や偏見の内容（抜粋） 

 

・健常者と違うサポートが必要、あるいは指導上の安全を保証できないため、入会を断

られた。 

・古い施設で段差があるため車イスでの練習が困難。 

・プールによって、肢体障がい者は付き添いがないと入ることができないや、肢体障が

い者は大丈夫だが視覚障がい者は受け入れられないなどの偏見があった。 

・知的障がいの受け入れに拒否的な施設がある。 

・民間スポーツクラブ等のスタッフや運営者の障がい水泳についての理解がまだ低い。

・障がいを理由に選手コースへの入会を断られた。 

・重度障がい児（者）の方に対しては、練習許可下りない場合もある。 
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・心ない言葉を発する人がいる（障がいへの理解が十分でないため）。 

・泳がせてみたり施設利用させてみて判断してくれれば本人も納得できるが、それをな

くして利用できない、させないケースがあること。 

 

（３）リハビリや健康維持に取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善 

リハビリや健康維持に取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必要と思う

ことについては、「3.民間スポーツクラブでの受け入れ」が 82.2%と最も多く、次い

で「4.障がい者スポーツセンターの増加と拡充」60.0%、「2.地域リハビリにスポーツ

メニューを入れるなどの充実策」55.6%、「6.指導のための研修制度の確立」55.6%と

なっている。 

「7.その他」としては、「民間スポーツクラブ向けの障がい者水泳の研修」「サポー

ターの育成（一緒にプールに入ってくれる人）」などの意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.医療制度のﾘﾊﾋﾞﾘ

期間にｽﾎﾟｰﾂに取り

組む期間を入れる 

2.地域ﾘﾊﾋﾞﾘにｽﾎﾟ

ｰﾂﾒﾆｭｰを入れるな

どの充実策 

3.民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

での受け入れ 

4.障がい者ｽﾎﾟｰﾂｾ

ﾝﾀｰの増加と拡充

5.PT/OT 資格保

持者などのｽﾎﾟｰﾂ

指導者の育成 

18 25 37 27 17 

40.0% 55.6% 82.2% 60.0% 37.8% 

6.指導のための研修

制度の確立 
7.その他 無回答 サンプル数  

25 4 0 45  

55.6% 8.9% 0.0% 100.0%  

 

 

（４）レクリエーションとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善 

（重複回答) 
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レクリエーションとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必要と思

うことについては、「3.民間スポーツクラブでの受け入れ」が 84.4%と最も多く、次

いで「4.障がい者スポーツセンターの増加と拡充」66.7%、「2.地域リハビリにスポー

ツメニューを入れるなどの充実策」60.0%となっている。 

「7.その他」としては、「民間のスイミングにおいて練習環境が整うと良い」「日常

的にサポートできる人材の確保」「専任コーチの確保」「連盟強化担当と普段選手を担

当しているコーチとの連携」など様々な意見が出されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.医療制度のﾘﾊﾋﾞﾘ

期間にｽﾎﾟｰﾂに取り

組む期間を入れる 

2.地域ﾘﾊﾋﾞﾘにｽﾎﾟ

ｰﾂﾒﾆｭｰを入れるな

どの充実策 

3.民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

での受け入れ 

4.障がい者ｽﾎﾟｰﾂｾ

ﾝﾀｰの増加と拡充

5.PT/OT 資格保

持者などのｽﾎﾟｰﾂ

指導者の育成 

10 27 38 30 8 

22.2% 60.0% 84.4% 66.7% 17.8% 

6.指導のための研修

制度の確立 
7.その他 無回答 サンプル数  

22 2 0 45  

48.9% 4.4% 0.0% 100.0%  

 

（５）パラを目指すアスリートとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善 

パラを目指すアスリートとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必

要と思うことについては、「3.民間スポーツクラブでの受け入れ」が 91.1%と最も多

く、次いで「6.指導のための研修制度の確立」71.1%、「4.障がい者スポーツセンター

の増加と拡充」51.1%、「5.PT/OT 資格保持者などのスポーツ指導者の育成」42.2%

となっている。 

 

（重複回答) 
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1.医療制度のﾘﾊﾋﾞﾘ

期間にｽﾎﾟｰﾂに取り

組む期間を入れる 

2.地域ﾘﾊﾋﾞﾘにｽﾎﾟ

ｰﾂﾒﾆｭｰを入れるな

どの充実策 

3.民間ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

での受け入れ 

4.障がい者ｽﾎﾟｰﾂｾ

ﾝﾀｰの増加と拡充

5.PT/OT 資格保

持者などのｽﾎﾟｰﾂ

指導者の育成 

5 7 41 23 19 

11.1% 15.6% 91.1% 51.1% 42.2% 

6.指導のための研修

制度の確立 
7.その他 無回答 サンプル数  

32 9 1 45  

71.1% 20.0% 2.2% 100.0%  

 

２．健常者大会について 

 

（１）健常者大会への参加状況 

これまでの活動中に、公益法人日本水泳連盟や県水泳連盟等、いわゆる健常者の大

会に参加している障がい者水泳選手を見たことがあるかどうかについては、「1.見た

ことがある」が 71.1%、「2.見たことがない」が 26.7%であった。 

見たことがある具体的な大会名については、マスターズ大会をはじめ様々な大会名

が挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 
1.見たことがある 2.見たことがない 3.無回答 合      計 

32 12 1 45 

（重複回答) 
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71.1% 26.7% 2.2% 100.0% 

 

 

（２）見たことが無い理由（参加していない理由） 

問 8-1 で「2.見たことがない」と回答した人に、見たことが無い理由（参加してい

ない理由）は何と思うかを聞いたところ、「1.そもそも障がい者が参加できる制度に

なっていないから」が 58.3%と最も多く、次いで「6.その他」33.3%、「5.日本水泳連

盟等への登録が必要で費用がかかるから」25.0%となっている。 

「6.その他」としては、「大会の参加資格等が周知されていない」などの意見があ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.そもそ

も障がい

者が参加

できる制

度になっ

ていない

から 

2.参加し

た時に、

FINA 規則

で失格に

されたこ

とがある

から 

3.一緒の

大会で、障

がいを見

られるの

が嫌だと

思うから 

4.競技水

泳を目指

していな

いと思わ

れるから

5.日本水

泳連盟等

への登録

が必要で

費用がか

かるから

6.その他 無回答 
サンプル

数 

7 2 0 1 3 4 0 12 

58.3% 16.7% 0.0% 8.3% 25.0% 33.3% 0.0% 100.0%

 

  

（重複回答) 
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（３）障がい者の参加が認められていない状況について 

欧米などでは、障がい者のみの大会は少なく、大会適用規則も FINA/WPS 規則適

用と障がい者も参加できるようになっている大会が多い。日本では、県民大会や市民

大会といっても障がい者の参加が認められていないことが多い。 

この状況について、どのように思うかということについては、「1.障がい者も参加

できるようにすべきである」51.1%、「3.競技を目指す障がい者には参加できるように

するべきである」46.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.障がい者も

参加できるよ

うにすべきで

ある 

2.障がい者が

参加できなく

ても良い 

3.競技を目指す

障がい者には参

加できるように

するべきである

4.特に何も

思わない 
5.無回答 合 計 

23 0 21 1 0 45 

51.1% 0.0% 46.7% 2.2% 0.0% 100.0% 
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Ⅳ．日頃の大会への参加のことについて 

 

１．連盟主催共催大会への参加について  

 

（１）連盟主催共催大会への参加状況 

当連盟が主催・共催、後援する大会（日本選手権、ジャパンパラ、春季記録会、地

域大会等）への参加状況については、「1.ほぼ毎回参加している」48.9%、「2.日程の

都合がつけば参加している」42.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほぼ毎回

参加してい

る 

2.日程の都

合がつけば

参加してい

る 

3.開催地の

近いものだ

け参加して

いる 

4.ほとんど

参加してい

ない 

5.無回答 合 計 

22 19 4 0 0 45 

48.9% 42.2% 8.9% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

 

（２）大会での主な役割 

問 10-1.で参加した人について、大会での主な役割については、「4.クラス分け」

46.7%、「1.障がい泳法」40.0%、「5.その他」31.1%となっている。 

「6.その他」としては、「レース分析」「誘導」「入退水」など様々な役割が挙げら

れている。 

 

1.障がい泳法 
2.折り返し審

判員 
3.招集 4.クラス分け 5.その他 無回答 

18 0 6 21 14 1 

40.0% 0.0% 13.3% 46.7% 31.1% 2.2% 
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（３）大会参加時の満足度 

問 10-1.で参加した人について、大会参加時の満足度については、「2.ほぼ満足して

いる」55.6%、「1.十分満足している」26.7%、合わせると 82.3%であった。 

一方、「3.やや不満」8.9%、「4.不満がある」6.7%、合わせると 15.6%の人が何らか

の不満があるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.十分満足

している 

2.ほぼ満足

している 
3.やや不満

4.不満があ

る 
5.無回答 合      計

12 25 4 3 1 45 

26.7% 55.6% 8.9% 6.7% 2.2% 100.0% 

 

  

（重複回答) 
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（４）不満の理由 

問 10-3.で「3.やや不満」「4.満足していない」と回答した人について、不満の理由

を聞いたところ、次のような理由が挙げられた。 

 

問 10-4.連盟主催共催大会への不満の理由（抜粋） 

 

・ルール変更、評価方法の変更多い。 

・上位大会での情報を共有して地域レベルでの普及、大会の質を向上させるためにも、

各大会でのそれぞれのパートでの反省点や特記事項は、その大会ごとにそれぞれで完

結ではなく、他のパートを担当した役員や地域連盟とも共有するべき。 

・業務の偏り過ぎ、ボランティアの範囲（責任等）を超えている。 

・２種以上にエントリーできるようにすべき。 
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Ⅴ．東京 2020 年パラリンピックのことについて 

 

１．パラリンピック大会への参加について 

 

（１）大会での役割希望について 

2020 年 8 月 25 日から東京 2020 年パラリンピックが開催されますが、この大

会にどのような形で参加したいと思うかについては、「1.競技役員として参加したい」

46.7%が最も多く、次いで「5.選手強化役員・コーチとして参加したい」が 28.9%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.競技役

員として

参加した

い 

2.組織委

員会募集

のボラン

ティアと

して参加

したい 

3.観客と

して参加

したい 

4.テレビ

などで応

援参加し

たい 

5.選手強

化役員・コ

ーチとし

て参加し

たい 

6.その他 7.無回答 合 計 

21 0 3 1 13 5 2 45 

46.7% 0.0% 6.7% 2.2% 28.9% 11.1% 4.4% 100.0%

※「1.競技役員として参加したい」と回答した人のうち「2.組織委員会募集のボランティアと

して参加したい」にも○を付けた人が数名あり。 

 

（２）競技役員での役割希望について 

問 11-1 で「１.競技役員として参加したい」と回答した人ひとについて、どのよう

な役割を果たしたいかを聞いたところ、「6.何でも良い」とした人が 52.4%と最も多

く、次いで「1.障がい泳法」19.0%、「4.クラス分け」19.0%であった。 
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1.障がい

泳法 

2.折り返

し審判員 
3.招集 

4.クラス

分け 
5.その他 

6.何でも

良い 
7.無回答 合 計 

4 1 0 4 1 11 0 21 

19.0% 4.8% 0.0% 19.0% 4.8% 52.4% 0.0% 100.0%

 

（３）競技役員での参加条件について 

問 11-1 で「１.競技役員として参加したい」と回答した人について、参加には資格

取得や研修会への参加が必要となるが、その場合の参加条件について聞いたところ、

「1.必要な研修会等には全て参加するつもりである」が 52.4%と最も多く、次いで「2.

必要な研修会等には自分で旅費を出してでも参加する」14.3%、「4.オンラインの研修

程度であれば参加する」14.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.必要な研修

会等には全て

参加するつも

りである 

2.必要な研修

会等には自分

で旅費を出し

てでも参加す

る 

3.参加旅費な

どがかかるの

であれば参加

しない 

4.オンライン

の研修程度で

あれば参加す

る 

5.その他 6.無回答 合 計 

11 3 0 3 4 0 21 

52.4% 14.3% 0.0% 14.3% 19.0% 0.0% 100.0%

 

  

集計条件 11-1.パラ大会への参加希望＝

（1.競技役員として参加したい） 

集計条件 11-1.パラ大会への参加希望＝

（1.競技役員として参加したい） 
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２．日本社会での共生社会（排除されない社会）の実現について 

 

東京 2020 年パラリンピック開催の意義や遺産として日本社会での共生社会（排除

されない社会）の実現がうたわれていることについては、「3.実現には時間がかかる」

が 71.1%となっており、「2.やや実現可能と思う」は 13.3%、「1.実現可能と思う」は 11.1%

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.実現可能

と思う 

2.やや実現

可能と思う 

3.実現には時

間がかかる 

4.実現でき

ない 
5.無回答 合 計 

5 6 32 2 0 45 

11.1% 13.3% 71.1% 4.4% 0.0% 100.0% 
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Ⅵ．当連盟のことについて 

 

１．日本身体障がい者水泳連盟の事業内容 

 

日本身体障がい者水泳連盟は、選手の強化・大会運営・指導者研修会等の各種事業を

行っているが、これらの事業内容について、「1.よく知っている」は 73.3%、「2.少しは

知っている」26.7%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.よく知って

いる 

2.少しは知っ

ている 

3.よく知らな

い 
4.無回答 合 計 

33 12 0 0 45 

73.3% 26.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

 

２．連盟ホームページ及びサイボウズの認知度 

 

日本身体障がい者水泳連盟のホームページやサイボウズについては、「1.常に見てい

る」は 48.9%、「2.時々見ている」は 42.2%であった。一方、「3.見ていない」は 4.4%、

「5. サイボウズを知らない」は 4.4%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－55－ 
 

1.常に見て

いる 

2.時々見て

いる 

3.見ていな

い 

4.ＨＰがあ

ることを知

らない 

5.ｻｲﾎﾞｳｽﾞを

知らない 
6.無回答 合 計 

22 19 2 0 2 0 45 

48.9% 42.2% 4.4% 0.0% 4.4% 0.0% 100.0% 

 

３．技術支援会費について 

 

大会の開催や組織の運営には、多額の経費がかかるため、現在は、選手や技術支援会

員が負担している登録料や大会参加費だけでは賄えないので、ＪＰＣ等の助成金や企業

からの協賛金で、その不足分を充当している。しかし、2020 年以降は、この助成金

や協賛金が減少することが予測されている。 

そうなった時、会費等をいくらまで負担することができるかということについて、

「10,000 円以上 12,000 円未満」が 51.1%と最も多く、次いで「15,000 円以上」22.2%、

「8,000 円以上 10,000 円未満」が 15.6%であった。 

なお、回答のあった技術支援会費の平均値は、12,605 円／4 年であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8,000 円未

満 

8,000 円以

上 10,000

円未満 

10,000 円

以上

12,000 円

未満 

12,000 円

以上

15,000 円

未満 

15,000 円

以上 
6.無回答 合 計 

0 7 23 3 10 2 46 

0.0% 15.6% 51.1% 6.7% 22.2% 4.4% 100.0% 
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Ⅶ．日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見 

 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への意見として、多数の

回答が寄せられた。 

以下に、その一部を紹介するが、これ以外にも多岐にわたる意見があり、詳細につい

ては「第Ⅲ部 記述意見全文」の部を参照されたい。 

 

日本身体障がい者水泳連盟の事業や障がい者スポーツの現状への自由意見（抜粋） 

 

●予防医学の発展や少子化の影響で、日本障がい者水泳連盟の会員数も少なくなっている

と思われます。単独での運営が難しくなるでしょうから、日本水泳連盟と一体となり、運

営するしか道はないのかなと思います。 

●日本障がい者水泳連盟に関わる若手スタッフの育成。2020 年以降も関わることができ

るスタッフの充実。 

●各地域ブロックの活動が積極的に内容向上するためにも補助金制度を強化していただけ

ると良いと思います。 

●選手が出場できる健常者との大会を増やして競技力を高めていけて、理解が得られる場

を作ってほしい。 

●水泳だけに限らず、もっとスポーツとしてのスポーツを浸透させなければなと思う。だ

いぶ福祉から離れてきているかなとは思うが、まだまだリハビリ的な意味が強いのかなと

思う。 

●障がい者スポーツは、まだまだ一部の障がい者しか参加していないと感じます。障がい

があっても泳げることを知らない障がい者もいます。もっと幅広く参加でき、気軽に楽し

める機会や場所を提供することが普及につながると感じます。 

●的確に指導できる人も少ないのが現状です。 
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第Ⅲ部 記述意見全文 
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Ⅰ．競技会参加会員（選手）向けアンケート記述意見全文 

 

問 3.現在の職業「8.その他」 

・主婦 

・パート 

・アルバイト 

・日雇い 

・家業手伝い 

・学生（高校生、中学生） 

・作業所 

・就労継続支援施設（A 型、Ｂ型） 

・授産所施設の作業所 

・障がい者作業所 

・障がい者職業訓練校 

・障がい者多機能型施設 

・自立支援ｾﾝﾀｰ通所 

・投資家 

・福祉サービス利用 

・福祉作業所 

・福祉事務所 

・法人職員 

※同様の回答は一部まとめて掲載している。 

問 4(2).障がい区分「7.その他」 

・下肢機能 

・下肢障がい（人工関節含む） 

・片下肢不完全 

・片上腕切断、片上肢完全 

・頸髄損傷 

・交通事故による脳外傷、右片マヒ 

・弱視 

・手術による人工関節 

・小脳萎縮、無紅彩 

・小脳変形性四肢マヒ 

・身体障がい 

・水頭症 

・精神障がい、聴覚障がい 
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・切断欠損及び機能障がい 

・先天性二分脊髄、膀胱直腸障がい 

・体幹機能障がい 

・多発性関節拘縮 

・頭部外傷 

・脳出血（片マヒ、脳障がいなど） 

・脳性まひ、精神障がい 

・脳性まひ、知的障がい 

・左股関節の機能全廃（人工関節） 

・変形性関節症による両股関節機能障がい、両人工関節置換後 

・骨形成不全症 

・不明 

※同様の回答は一部まとめて掲載している。 

問 6.水泳を始めるにあたって影響を受けた人物「10.その他」 

・ＦＨＳ会のコーチ等 

・いとこ 

・家族 

・子ども 

・祖母 

・県大会に出場していた他の選手（70 代） 

・子どものころからしていた、小学生の時習っていた 

・自身の意思 

・市内の脊損の方が水泳をしていたので 

・障がい者水泳指導者 

・障がい者センター職員 

・水泳協会の方々 

・連盟会長、役員 

・スポーツジムの仲間 

・プールの中で知り合った人とどうしたら上手になるか教えていただいた。 

・高橋佳子（魂の学） 

・東大の水泳部員が設立したスイムスクール関係者 

・その他（近くに温水プールがあった。海が好きで子どものとき海で遊んでいた。海でお

ぼれたことがきっかけ。会社リタイア後、健康維持のため始めた。気が付いたらプールに

行っていた。など） 

・特になし 

※同様の回答は一部まとめて掲載している。 
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問 7.水泳以外の運動・スポーツ「8.その他」 

・アーチェリー 

・車イスアルティメット 

・スキー（チェアスキー含む） 

・スキューバダイビング 

・サーフィン 

・乗馬 

・登山、ボルダリング 

・バスケットボール（車イスバスケットボール、ツインバスケット含む） 

・バトミントン（車イスバトミントン含む） 

・サッカー（フットサル含む） 

・テニス（ソフトテニス、ショートテニス、ブラインドテニス含む） 

・テーブルテニス、卓球バレー 

・ダンス（車イスダンス含む） 

・バレーボール（車イスバレーボール、シッティングバレー、ミニバレー、フロアバレー

含む） 

・カヤック、カヌー、ボート、レガッタ、ヨット 

・フライングディスク 

・ゴルフ（グランドゴルフ、ブラインドゴルフ含む） 

・スノーボード 

・ボウリング 

・野球（軟式野球、車イス野球、車イスソフトボール含む） 

・マラソン（車イスマラソン含む） 

・カーリング（車イスカーリング含む） 

・射撃（ライフル、ビームライフル含む） 

・マラソン 

・フェンシング 

・ペタンク 

・ボッチャ 

・オープンウォータースイミング、アクアビクス、水球、シンクロナイズドスイミングな

ど 

・空手、剣道、太極拳、中国武術など 

・スケボー 

・トランポリン 

・ゴールボール 

・トレーニング（筋トレ、ウォーキング、ランニング、陸トレ、ローイング含む） 
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・ラジオ体操 

・やりたくてもできない（やれる環境がない、足に負担がかかるなど） 

※同様の回答は一部まとめて掲載している。 

 

問 8-1.水泳の目的「4.その他」 

・2020 年東京パラリンピック 

・あきらめることしか知らなかった人生を超えたいと泳げなかった水泳に挑戦。結果、心

も体も障がいを負う前よりも元気になった。 

・色々な大会に出たいから。 

・上を目指したい。 

・競技兼健康維持（国内大会程度） 

・記録会、競技大会を目指して。 

・記録会・各競技会に参加するため。 

・後進の育成、指導等 

・国体出場、入賞目指したい。 

・国内競技を目指したい。 

・国内大会 

・国内大会出場を目指す。 

・国内の全国大会に出る。 

・国内レベルの大会参加を目的に練習することで強度の高いトレーニングができる。パラ

リンピックや国際大会までは目指していない。 

・自分の限界に挑む。 

・ジャパラの参加標準タイムをきること。 

・ジャパン、パラ大会に出たい。 

・ジャパンパラへの出場を目指したい。 

・趣味 

・生涯スポーツ 

・水泳が楽しいから。 

・好きだから続けていたい。 

・全国障がい者スポーツ 

・全国大会 

・全国大会で自分のレベルを試したい。 

・全国大会に出て金メダルをもらいたい。 

・選手の育成の手段 

・選手の発掘 

・大会に出るのが楽しい。 
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・他競技の筋トレ目的 

・単にスポーツを楽しむ。 

・地域の身体障がい者大会、日本身体に出たいため。 

・地区大会には参加しない。 

・デフリンピック 

・トライアスロン 

・仲間との交流（健常者、同じチーム）、技術の向上 

・仲間の活動のサポート 

・日本身体、全スポに参加目指す 

・日本選手権、全スポ、ジャパラ 

・日本選手権シニアで活躍したい 

・パラはとんでもないが、競技会参加目的です。 

・一人でもできるうえ努力の成果が出る。 

・マスターズ競技に向けて。 

・マスターズ水泳競技 

・マスターズに出て友人を作る。健康のため。 

・リハビリ目的で始めたが、いつの間にか自己ベストを出す喜びにはまっていました。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 8-2.パラリンピックなど競技を目指したい理由 

・2020 年自国開催なので。 

・2020 年に東京でオリンピック・パラリンピックが行われるため。 

・３歳のころから水泳をしていて、水も怖くなく泳げるようになったから、できることな

らパラリンピックに出場したい。 

・８歳の時オリンピックを見て自分も出てみたいと思ったから。 

・S8 でメダルを取ると目標を決めたため。 

・あこがれ 

・憧れている選手に合いたいから。 

・生きた証を示す最高のイベント 

・一番速い選手になりたい。 

・今までアスリートとして競技水泳をやっていたのでトップを目指したいと思う。 

・いろいろな経験をして世界を広めたい。 

・大きな大会に出場したいため。 

・大きな大会に出ることによって、自分の人生において大きな自信になると思うから。 

・行なうからには上を目指したい。 

・お世話になった方々への恩返し。 
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・親子で 2020 パラリンピックも目標にしているから。私が障がい者になって目標をなく

したときに、父親として生きてる姿を見せたい。 

・泳ぎに欠点が多く改善できれば大幅なベスト更新が見込めるのでパラリンピックを目指

している。 

・可能性をためしてみたい。 

・競泳力向上、限界を超えるため。 

・競泳をするからには先輩たちのように国際大会へ出場したい。 

・競技で１位をとりたいから。 

・競技として体力向上。 

・競技に参加するのが楽しいから、大会に向けて練習するので、向上するので。 

・競技に出ることで知人友達ができ、お互い頑張れるから。 

・競技力を高めたい（パラリンピックは無理なので、現状の競技力を高めたい）。 

・競技を続けていきたいから。 

・競技を通して一番大きな大会を目指したい。 

・競技を始めた限りトップを目指したいから。 

・記録達成感 

・経験を積みたいから。 

・限界に挑戦したい。記録を残したい。 

・限界に挑戦したいから、今の泳ぎを維持しつづけ、100 歳で世界新を目指しているから、

これらのことを実現し（実践し）、多くの人に夢や感動を与えたいから。 

・限界までやってみたい。 

・健康維持も目的の１つですが、その先に大きな大会に挑む実力をつけていけたらとう希

望をもっているからです。 

・この年齢にして記録が少しづつのびている。最初で最後と思う。常に高いレベルを目指

している。無理と思うとそこで終わりとなるから。 

・今度オリンピックが東京であるから。 

・最初はリハビリのために始めた水泳ですが、中学高校大学で水泳部に所属し、みなと同

じ大会では競えないが「パラリンピックに出場する」という目標を持つことで周りも応援

してくれ、その応援にこたえたいという思いと、2020 年東京での開催が決まり、ぜひ目

指したいと思った。 

・様々な大会に出場したり、大会新記録を樹立したとき、自分の存在を認められたと同時

に達成感と挑戦をすることに生きがいを感じるから。 

・参加してみたい。 

・時間を割いて練習に取り組んでいるので結果を残したい。 

・仕事をする上で武器になるため、障がい者雇用者にとって特技は大切であると感じる。 

・自己の残存能力と可能性に挑戦（いくつになっても）できる、したい。 
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・自信をつけたいから。 

・自分ができるところまで挑戦したい。 

・自分がどこまでできるか試したい。 

・自分がどこまでできるか試してみたい。 

・自分がどこまでできるか挑戦したいから。 

・自分に自信を持ちたいから。 

・自分の可能性に欠けてどれだけいけるかみてみたい。 

・自分の可能性を試したいから。 

・自分の可能性を試してみたい。 

・自分の可能性を試せる（証明できる）場になるため。 

・自分の可能性を見てみたいから、応援してくれる人がいるから。 

・自分の記録はまだ標準記録には届きませんが、競技を目指して頑張っている仲間と一緒

に夢を追いかけてみたいからです。 

・自分の限界にチャレンジするため。 

・自分の高みを目指したいから。 

・自分の力が世界でどのくらい通用するまでのびるのか試した。 

・自分の力がどのくらいなのか知りたい。 

・自分の力を試してみたいので。 

・自分の能力、可能性を信じたい。人に勇気や希望を送りたい。ここまで育ててくれた人

たちへの感謝。 

・自分や自分の周りの人たちの人生をより良く（善く）するから。 

・地元東京で開催されるチャンスは今回最後だと思うからです。 

・ジャパラや日本選手権に出場していて、よい記録を出したいから。 

・ジャパンパラや障がい者水泳日本選手権などを目標にしてトレーニングに励むことで生

きがいを持てる。 

・主に競泳のタイムアップをはかることは、自分の体のリハビリアップにつながることと

思うから。 

・障がいがあってもその競技の中では健常者と同じように努力すれば活躍できるというこ

とを自分で経験したいと思ったから。 

・障がいがあるための学校の部活水泳部に入部することはできませんでした。水泳部の友

達は大会目指して練習しています。友達の出場する大会は出られないけど、僕は僕の出場

できる大会で目標を持って練習したい。少しでも成績を残せるよう日々練習することに努

力している。 

・障がいを負うまでは、体育の大学院を修了するなど自分の運動能力に自信があるため 

・勝負したいから。 

・人生の中でほこれることを経験したい。 
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・水泳選手としてのあこがれや自分の中で最大の自身や誇りになると思うから。 

・水泳という競技で世界の舞台に立ちたいため。 

・全てではないが目標（目安）として。 

・スポーツする上でパラリンピックなどの大会に出場したいから 

・世界一になりたいから。楽しいから。病気になったことをマイナスにとらえたくない。

マイナスに思われたくない。 

・世界最高峰で競技をし、世界に通用する記録をだし、パラリンピックの競技性をもっと

もっと高めたい。障がい者世界で普通で認められるようにしたいため。 

・世界で争い、挑戦し続け勝つため。 

・世界で活躍したい。 

・世界で活躍する選手になって同じ障がいの子たちのあこがれになりたい。 

・世界トップの大会を体験したい。 

・世界等を目指して戦った仲間を作りたいから。 

・世界の選手たちと競い合いたいから。 

・世界の強い選手と泳ぎたい。 

・世界の舞台で活躍したいから。 

・世界を相手に戦いたいから。強い自分になりたいから。 

・全メダルを取って、海外選手よりも強くなりたいと思ったから。 

・大会ごとの目標を常に持っている。せっかく東京であるので目指すチャンスだから。 

・大会でメダルをもらえるのながうれしいです。だから幹ばれると思います。 

・大会の出場を機に育成強化選手として練習しているから。 

・タイムの更新。 

・体力維持の確認、タイムの維持。 

・体力向上、自分をためしたい。 

・体力に限界はない。向上心あるのみ。 

・誰よりも早く泳ぎたい、若い方に負けたくない。 

・挑戦したい。 

・挑戦したいから。 

・挑戦したいから。 

・頂点を取ってみたいから。日本のみならず、トップレベルの選手と競争してみたいから。

・常に競技力アップを目指して練習に励みたいから。 

・常に目標を上に持っていたいから。 

・強くなりたいから。 

・できるだけタイムを落とさないようにという目標を持つことにより、少々ハードな練習

もできる。 

・ﾃﾚﾋﾞや大会で見たトップアスリートたちにあこがれて、自分もトップアスリートになり
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たいと思ったから。 

・東京 2020 に出たいから。 

・どこまでがんばれるか挑戦したい。 

・長年水泳をやっていていろんな大会に出てて思った。 

・長年続けている以上、出場してみたいから。 

・仲間や家族などの期待に応えたいから。 

・何か大会出場などの目標があると、今以上にうまくなろうと努力するので。 

・何をやるにも１番を目指したいから。 

・速く泳げるととてもうれしく、もっと速くなりたいと思うから。 

・速く泳げるようになりたいから。 

・パラに３回出場したから。 

・パラリンピックで世界に羽ばたきたい、夢をかなえたい。 

・パラリンピックではないが、今の自分より明日の自分をレベルアップさせるよう目指し

ている。 

・パラリンピックでメダルを取りたいから。 

・パラリンピックでメダルを取りたいから。 

・パラリンピックという世界でトップレベルの大会で活躍したいから。 

・パラリンピックに参加したい。 

・パラリンピックに出場している選手を見て。 

・パラリンピックに出場している人をみて、自分も出てみたいと思った。 

・パラリンピックに出ている方がとてもかっこいいと思ったから。 

・パラリンピックへの出場を目指しているから。 

・パラリンピックを見たとき輝いていたから。 

・パラリンピックを目指せる位置にいるから。 

・病気にかかる前からマスターズ水泳でワールド７位の時もあり、40 歳からマスターズ水

泳を続けて、スポーツ全体が好きだが、陸上のスポーツができず、水泳は水の中で足に負

担がなく楽しく泳げる。 

・北京オリンピックで腕のない方のバタフライを見て感動したから。 

・毎日練習を重ね、タイムの短縮を計っていて、パラリンピックのような世界の舞台で活

躍したいと思っているから。 

・マスターズ水泳にも挑戦しており、生涯現役を目指したい。 

・まだ記録が伸びているので、パラまではいかなくても自己記録がどこまで伸びるか試し

たいから。 

・昔から競技としてやってきたから。 

・メダルが欲しいため。 

・目的があった方が継続できるから。 
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・目標意識に対して自己記録を伸ばしたい。 

・目標があった方が楽しいから。 

・目標があった方が良いため。 

・目標がある方が頑張れるから。 

・目標が必要だから。 

・目標で始めたから。 

・目標と記録更新のモチベーション維持。 

・目標を持つことにより、工場（肉体的、精神的）が図られる。 

・目標をもっていたいから（国体二度参加他）。 

・目標を持って泳ぐことに充実感を味わっています。集中できるから。 

・目標を持って練習したい。夢を追いかけたい。 

・目標を持って練習している。パラリンピックを目指して頑張っている。 

・目標を持って練習できるから。パラリンピック程夢は大きくないが。 

・もっと全国障がい者スポーツ大会でメダルがもらいたいと思ったことから始め、レベル

のより高い大会に出場できるようになり、スピードをどこまでも追及してみたいと思った

から。 

・もっと世の中の人たちに障がいがあっても、頑張っていると知ってほしいから。 

・やりがいを感じるから。 

・やる限りはトップを目指す。東京、その先も目指します。 

・やるからには上を目指したい。 

・やるからには上を目指したい。 

・やるからには上を目指したい。 

・やるからには上を目指す。 

・やるからにはがんばって高い目標をもって挑みたいから。人に負けたくないし、あこが

れる。パラリンピックに出られるのなら出てみたい。 

・やるからには競技としてやりたい。 

・やるからにはトップを目指したいと思うから。 

・やるからにはやはり勝ちたい。 

・やるなら上を目指して取り組みたいから。 

・有名になりたいから。 

・夢だから。 

・夢だから。 

・より速くなる。誰かに勝つ。そういった目標をもって泳いだ方が楽しいから。 

・リオパラリンピックの山田拓郎選手をテレビで見て憧れたから。 

・リハビリの先にあるもの。 

・練習にやりがいがあるし、自己ベストが出るとうれしい。 
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・若い時から国体や地方大会に出て、メダルを取っていた。 

・私に関わってくれた方々に喜んでほしい。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 9-2.練習場所の施設が使いにくい理由 

・15ｍプール 

・25ｍプールがない。他市か一般プールで使いにくい。 

・一般の方がいて、十分に練習できない。 

・一般のスイミングスクールで障がい者の私には不便なところもある。 

・一般の利用と一緒。 

・階段が多い。 

・貸切ではない。 

・クラブ練習等利用できるコースが２レーンぐらいである。 

・車イスバリアフリーの会場がない。川崎区中原区。 

・車イス用駐車場がない。 

・車イス利用が不便。 

・健常者や選手育成に力をいれているスイミングなので。 

・更衣室 

・公営プールなので、他の利用者との譲り合いが必要で、自分の練習が難しい。 

・公共のプールの場合、自治体によってはプールサイドに水すら持ち込めない、信じられ

ない。また、パドル、飛び込みなど禁止事項が多い。 

・コースが少ない、飛び込み台不使用。 

・コースが見にくい、見えずらい。 

・コースロープがない。 

・時間が限られる。専用コースがない。他者にぶつかる。 

・施設が古い。 

・施設でプールに手すりがないところがある。 

・市民プールだから道具をつかえない。しっかり練習できない。 

・障がいがあるため介助者が必要。 

・障がい者割引がない。 

・水深が浅い。 

・少ない。 

・スロープがない。 

・設備が整っていない。 

・大会前のスタート練習ができない。 

・知的障がい者の介助、チームの方々がいつもコースを専有しているため練習ができない。
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・使える時間や曜日のしていないなどがあるため。 

・トイレ、階段。 

・日中は土日しか使えない。平日は混雑している（夜間だけなので）。 

・場所によりコースが限られている。スピードが違う人と一緒に練習してはならない。追

いついても（途中で止まってはいけない）追い越してはいけない規定など。 

・速い人が泳ぐコースがない。 

・バリアフリーが行き届いていない。 

・バリアフリーになっていない。 

・バリアフリー不足。 

・プールが 15ｍ。 

・プールが小さい。 

・プールで１コース使用したい。 

・練習用具が使用禁止、練習が理由の貸切ができない。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 9-2.指導者がいない理由 

・一般のスイミングスクールのためパラスイムの指導者がいない 

・一般の人を対象としたスポーツクラブだから 

・今通っているところは健常者の指導者のみだから 

・重身で指導しにくい。 

・夏季のみ使用可、少し遠い場所、プールは入場料が高い。 

・経済的に個人では続けられない 

・コーチングできる人がいない 

・個人でやっているから 

・探している練習時間等の問題がある 

・時間が合わない 

・時間的制約 

・時間とお金がない 

・シンクロの競技人口が少なく閉鎖的なので 

・身体障がい者の水泳指導者がいない 

・水泳連盟や障がい者スポーツ協会協力的でない 

・水泳をする障がい者が少ない（私１人である） 

・切断専門のコーチがいない 

・チーム内ではいないので 

・チームにコーチがいない 

・近場に良いコーチがいない 
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・地方だから 

・ちゃんと水泳を教える人がいない 

・中途障がいだから、所属チームにいる方のみ 

・どこにどう聞けばいいか分からない 

・働いておりクラブ等の時間に間に合わず１人で練習しているため 

・前はいたが今は個人で練習している 

・身近にいないから 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 9-2.指導者はいるが不満がある理由 

・お互い仕事がある。 

・重身で指導しにくい。 

・個々の障がいや可動域にあった泳法ではなくメニューや道具なども少ない。 

・コミュニケーションが取れない、性格が合わない、信用信頼できない。 

・仕事があるためしっかりと指導してもらえない。 

・指導者はボランティアなので、十分な時間を確保してもらうのが難しい。有料でもいい

ので練習会を増やしてほしい。 

・障がい者クラスのあるスイミングスクールのコーチが転勤して、後任のコーチが大学生

のバイトでした。指導に差を感じ今までのコーチの転勤先へ変わりましたが、そこには障

がい者クラスなどなく初心者コースの所に入り、距離が泳げずアドバイスも少ない。 

・障がいに合った指導がないため。 

・スクールの中に入っての指導なので、希望する回数はいることができない。 

・大会に出るためのメニューをしてもらえない。 

・知的障がい者に競泳の指導をしてもらえない。 

・月１回程度の有志による指導。 

・人数が少ない。 

・人によってランクが違うので各自に合った練習がしにくい。 

・頻度が少ない。 

・マスターズの初級クラスから上のクラスに上げてもらえない。障がい者を教えていく自

信がない。責任が持てないという理由で。（障がい２級療育Ａの重複障がい者でてんかん

発作持ちのため）。 

・右大腿切断の専用コーチがいない。 

・もう少し練習の密度をあげたい。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 9-2.練習場所への不満「5.その他」 

・50ｍプールが少ないので大会のときは大変だ。 

・駅から遠い。 
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・回数が少ない。 

・時間が取れない。 

・時間と金銭的余裕がない。 

・施設も汚いし、自分が嫌になった。 

・水泳に充てる時間がとりにくい。 

・スタート練習できるプールがほとんどない、とても困っている。 

・住んでいる地域に室内の長水路プールがない。 

・ダイブスタートの練習ができない。 

・地区国市民プールがあるが、パドルやフィンが使えず、十分な練習ができない。そのた

め月謝の高い他の施設に行かなければならない。 

・飛び込みができるところが少ない。 

・飛び込みの練習ができるところが近くにない。 

・私自身に選手としての資質がないためなのか、あきらめられているのか。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 10.主な練習場所「6.その他」 

・会員制のスポーツ施設 

・ガイシプール、口論義公園プール 

・借りているプール 

・競技思考のコーチに習いに行っている 

・近所のスポーツジム 

・クラブのコーチが個人的に行っている練習 

・ジム 

・水浴練習場 

・スポーツクラブ 

・スポーツクラブで民間 

・スポーツクラブのプール 

・スポーツジム 

・東京体育館 

・東和薬品ラクタブドーム（府立門真スポーツセンター） 

・福祉センターの 15ｍプール 

・富士通、会費で社員さんに迷惑をかけないような時間を借りている。夏休みは井田なの

で車イスでは登れない、遠い。 

・もう泳いでいない 

・ライトセンター 

※すべての回答をそのまま掲載している。 
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問 11.練習回数「6.その他」 

・３～５回/月 

・現在家庭の事情により休止 

・現在の活動は太極拳がメインで、水泳はサポートに回っている。 

・参考までに筋トレを週 3 以上、不定期でマラソン等 

・週４～５回 

・週に２、３回 

・月に４回 

・なし 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 12.練習回数を増やしたいが困難である理由 

・３つあるため。 

・雨の日、車がない。 

・洗腸があるため。 

・育児のため。 

・医者よりダメ。 

・移動手段の確保が難しい。 

・移動の補助をしてもらうにも家族も多忙。 

・遠距離にプールがあるため。 

・親の介護等々 

・親の看病 

・親の送迎の都合 

・会社が優先 

・介助者の確保 

・介助者の確保が困難 

・学業がいそがしいため。 

・月～金まで仕事 

・学校が遅い。 

・学校が終わってから練習できる場所が遠いから。 

・学校など時間の都合上。 

・学校の授業の都合のため。 

・勤務外の時間で練習するから。 

・現在介護者が必要なためと周囲への理解と配慮。 

・最近疲労感が多い。他のスポーツも併用するので。 
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・時間が割けない。 

・時間がとれない。 

・時間がない。 

・時間がない。 

・時間がない。 

・時間的な制限がある。 

・時間と使用できる場所が少ない。 

・仕事。 

・仕事。 

・仕事。 

・仕事。 

・仕事、シングルマザーなので遅くまで家族に迷惑をかけられない。 

・仕事、通院。 

・仕事があるため。 

・仕事があるため。 

・仕事が忙しい。 

・仕事が忙しく時間がない。 

・仕事で遅くなったり、家族がいるので練習時間が限られる。。 

・仕事で時間がとれない。 

・仕事との兼ね合い。 

・仕事との両立。 

・仕事との両立。 

・仕事との両立、体力の問題。 

・仕事との両立及び練習場所の問題。 

・仕事との両立が難しい（時間、日程など）。 

・仕事の関係で不可能。 

・仕事の残業が多いため。 

・仕事のため。 

・仕事のため。 

・仕事のため。 

・仕事のため時間を取りずらい。 

・仕事の都合がつかないため。 

・仕事もあり時間がないため。 

・仕事や家事の両立で。 

・仕事や子育てのため。 

・仕事をしているから。 
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・指導者がいない。 

・指導者がいないので。 

・自分で行けない。 

・送迎が必要、自力で練習ができない。 

・体調不良。 

・体調不良、経済的理由、日程都合がつかない等。 

・体調や仕事、家庭の事情等。 

・多忙なため。 

・知的の子がたくさんいて、精神的にきつく感じてしまった。 

・中堅サラリーマンは忙しい。 

・妻以外に介助者がいない、夏の混雑。 

・転倒が多くなったため。 

・遠くてコンスタントに通えない。 

・トレーニングの時間があまりない。 

・バイトや習い事をいれているから。 

・ひざに痛みがある。 

・ひとりで行動できない。 

・プールに連れて行く人がいない。 

・フルタイムで仕事をしており、夜勤もあるため。 

・フルタイムの仕事と家事、育児がるため。 

・ヘルパーとコーチが限られるため。 

・放課後部活があるため。 

・利用するプールが不便。 

・利用できる曜日と時間が決められていて今以上に増すことが困難なため。マスターズで

週２回フリータイムで週２回各 50 分間。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 13-3.練習プールを確保するのに苦労があった具体的な内容 

・１人では泳がせてくれない。 

・３箇所のプールで練習していますが、バリアフリーなのは１箇所で他の２箇所はバリア

フリーではなく介助が必要。 

・３歳から始めたスイミングスクールですが、８か所問い合わせをして１箇所のみ受け入

れてもらえました。他の所は脳性まひの子に一人で歩いて入水できるならＯＫですけどと

言われたりしました。 

・歩けないと大変。 

・ある程度泳げるようになるまで、周りの方の邪魔になって申し訳なくて思うように泳げ
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なかった。 

・移動が大変。 

・介助してくれる人を探すこと。 

・介助者が２人必要で、１人は半額免除のプールでスタッフに解除できないと断られ、利

用するならもう一人介助者を通常料金で連れてきてくださいという施設があった。 

・介助者の人数の確保、更衣室にベンチがない等。 

・介助をつけろとうるさく言われた。自分はある程度の事は時間がかかるけど１人ででき

る。センター側からの見る目が偏見に満ちていた。家論な問題があり過ぎだ。福祉センタ

ーという場所にも関わらず、障がい者への理解が全くなく、他に練習できる場所もなくて

本当にこまった。 

・限りある時間で充分に練習できるプールはなかなか見つからない。 

・環境に慣れるまでと他者の目が障がい者になれるまで、決して差別や偏見ではなく、見

慣れないもの（障がい者）への興味と心配。 

・汚い、泳ぎが遅い。 

・競泳の場合、自分のペースで泳げないことが多い。シンクロでとにかく練習できるプー

ルがほとんどない。 

・競技用プールがない。 

・近所ではコーチにみてもらえないので都内に出向いていた。経済面。 

・近所で練習できるようなプールが少ないから。 

・熊本地震後使えるプールが少なくなったため。 

・クラスによっては使用できる施設が限られるので、万遍なくは考えにくいと思います。 

・車イス使用者の利用実績がなかったため、担当者の判断ができず最初は利用を断られた。

・車イスであることを理由に入館を断られた。（スポーツジムということもあり、高いお金

を払って利用していただく場を車イスで不衛生にされたくないと言われた。） 

・車イスで入りにくい（段差がある）。トイレが使いにくい。 

・車イスなのでバリアフリーでないところ。 

・車イスに乗っているため、また障がい者はここでは無理だと、スイミングスクール等又

は学校等で利用できなかった。 

・車イス用駐車場がない、少ない。 

・車イス利用者は施設を使えないといわれた。 

・経済面。 

・健常者からの苦情。 

・更衣室からプールまでの距離が長いので移動に苦労する。 

・更衣室の不備。 

・公共のプールがない（大分県、長水路プール）。 

・公共のプールで料金も支払って練習しているのに、普通の人がくるのでよけて下さいと
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言われた（知的さんが一緒に泳いでいてコースロープのないプールでのこと）。 

・公共のプールは、１人で利用しようとしてもなかなか理解が得られなかったり、健常者

が多く練習が思うようにできないから。 

・公共のプールは一般の方が多い。 

・公共のプールは込み合っており、ハンディキャップはおよぎずらい（私の体格上）。 

・公共のプールは大会等でシーズン期間は一般利用ができない期間があるため。 

・公共のプールへ行くと視線が気になる。 

・公共のプールを使用するため職員の態度。 

・公共プールでできれば１コース１人で使いたいが（視覚障がいで他の人とぶつかる。気

づけないことが多い）、それは不可能だと思う。満足できる保証は基本的にはどこにもな

い 

・公共プールの一部を借りているので、一般の方の理解が難しい。 

・差別、偏見ではなく使い勝手が悪い、健常者中心だから。 

・視覚障がい者は混んでいるプールでは泳ぎにくいです。 

・視覚障がいであることを受付で伝達しても、係員が視覚障碍者の扱いが分からないこと

が大半である。 

・視覚障がいであるので周りの人に気をつかう。一人で練習するのが難しい。タッピング

バーがＮＧと言われたことがある。 

・視覚障がいなので曲がったりするので、単独でコース絵お使いたいが使えない。スタッ

フも障がいのことを分かっていない人が多い。 

・視覚障がいを理由に入水を断られた（介助者も一緒に入水することを条件にされた）。 

・時間がかかる（片道 45 分）。近頃はなれた。 

・施設が十分に足りていると思えない。 

・指導者は自分の考えを通す（全国大会か国体とか）。参加を申し込むと近場の時に申し込

んだ方が良いのにとか。手のかき方を聞いても教えてくれない。人によっての差別有。 

・市内にプールがなく、高速道路を使っても１時間くらいかかる。 

・重度障がいへの理解不足。 

・障がい者が利用しやすい施設環境が整っていなかったので、本人の能力（歩ける、水中

で１人でいられる）がある程度自立している必要があった。 

・障がい者スペースのロッカー数、車イスの問題。 

・障がい者スポーツセンターのプールなのに職員の都合で区別されたり、休日なのに休み

にされたりが多いので他県のプールを利用している。 

・障がい者スポーツのプールは競泳用に向かないため、スイミングプールを利用している

が、更衣室からプールに向かうまで段差があり移動が大変である。公共のプールも同様で

ある。 

・障がい者センターなのにクラブ練習に柔軟な対応ができない。 
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・障がいに対する理解が足りないか、障がい者スポーツに対する関心があまりないため、

障がい者のスポーツ施設は作ってもらえない。週１は無料でプールを借りているが、あと

はお金がかかってしまう。 

・障がいを理由に断られた。 

・使用していた施設が改装工事に入ったため、使用できなくなってしまった。 

・身体を見せることに（障がいがあること)抵抗があったからです。 

・水泳クラブに電話してもいい返事がない。 

・スイミングクラブで卒業級になり、よりレベルの高い練習がしたかったが、健常者より

はタイムが劣ることもあり、スイミングクラブで上のコースには上がれなかった。（差別

というよりは単に遅いことが理由） 

・スイミングクラブの都合と自分の都合が合わなかったから。 

・スイミングスクール入校時、無条件に入校できたのですが、今回（H29.9)は、保護者付

き添いを求められた。 

・スイミングスクールを障がいを理由に断られた。 

・スイミングで選手コースを断られたから。 

・スイミングに通いたい、水泳を始めたいと思った約 20 年前、地元の市のスイミングス

クールを当たりましたが、車イスであること、障がいを理由に断られました（一般の人と

同じ動作ができない、消毒槽を通れない、車イスを置くスペースがない、はうのははずか

しくないのかなど）。今は自宅から車で片道約１時間かけて練習に通っています。 

・スイミングも障がい者という理由で断られ、競技として大会に出るようになった今でも

断られている。 

・スポーツ推薦で入れる大学が少なかった。 

・住んでいるのが田舎のためプールが少ない。 

・専門的な指導者の確保が難しかったから。 

・専用コースがとれない。 

・チームがてんかんを持っている人がいて、その人に二人介助をつけろと条件出された。

人手不足で対応できないので使用を断念した。 

・知的障がい、自閉症のため、健常者と一緒に指導を受けるのに無理があった。隣県に知

的障がい者だけのクラスのあるスイミングがあったため入会できた。 

・駐車場の確保、更衣室とプールの導線、使用料、ガソリン代。 

・中部障がい者水連の練習会に参加しても、他の方たちは知的障がいのみの方たちなので、

いつも一番下のクラスにクラス分けされている。実力がないからという理由なら納得でき

るが、実際はいつまでたってもバタ足や背面キック、クロールの息継ぎの練習ばかりで、

本人は物足りなさを感じている。タイムは遅いが４泳法泳げて 2ＩＭ、4ＩＭ、150Ｆ～

も大会では出場しているので、もっと上を目指せる指導をして下さる方と練習プールに巡

り合えたらいいのになと思っている。 
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・聴覚障がいのチームがない。また聴覚障がい限定に指導できるコーチがいない。 

・付き添いを求められたりした。 

・常に監視されているように感じた。障がい者のための講座がなくなった。 

・できないと思われることが多い（見た目でみられる）。 

・同情を受ける。 

・どう使えばいいのかわからないうえ、説明が不十分だった。 

・同伴でないとプールの利用ができない。 

・長い時間レーンを使用できない。 

・日程、時間に制限があり、完全に自由という状況ではない。 

・入会申し込みに行ったとき、聴覚障がいを理由に断られた。合理的配慮や障がい者の権

利など何度も説明し、２時間くらいねばってやっと「特別に」と言われ入会を認めてもら

った。 

・始め NEC、見た目が悪いということで断られる。富士通は継続しているが、社員に迷惑

がかからない時間帯に会費を集めて使用させてもらっている。 

・始めてスイミングに入会申し込みに行った徳、障がいをもっていると「何か起きたら対

応できないので」と断られそうになった。一緒にいた友人が説明してくれたので、スイミ

ング側も了承してくれた。 

・バリアフリーが少ない。 

・バリアフリーな施設が少ない、不十分。 

・一人での施設利用を許可されなかった。 

・一人利用は不可、保護者が必要と言われた。 

・広島は常時使える長水路が少ない。 

・フィットネスクラブ入会時に手間がかかった。マネージャーと面談など、ただし、仕方

のないことだと思う。 

・プールが少なくて団体の予約がとりずらい。通年 50ｍプールが使えない（冬はスケート

場になってしまう）。 

・プールと指導してもらえる人が近くにいないから。 

・プールの会館時間や休館日が自分の勤務体制と似ているから。仕事終了時に 30 分も泳

げない日もあるし、月曜日が休みだが、プールも休みで二部練習ができない。 

・プールの利用の問い合わせに問答無用で断られた。 

・プール利用時に介助者がいないのかと監視の人に聞かれたことがある。 

・ふつうの更衣室で着替えてからプールに行くので、途中の階段が苦労する。結果用具室

などで着替えている。 

・冬場の練習場所が難しい。平日は仕事で学校のプールを借りるのは困難。 

・本当に泳げるかどうかをやたら質問される。 

・前のコーチの所をやめてから次のコーチを探すとき。 
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・まっすぐ泳げないため、介助者が入って練習しているため、他の利用者の方に気を使う

し高齢の方には不安を与えてしまうおそれがある。 

・もし万が一の事態が起きたときに責任がとれないから（運営側が）。 

・利用に条件を出されたり、障がいを理由に断られた。 

・レーンが取れない。 

・練習時間の確保。 

・練習場所（年中で使用）できる場所が県内にスイミングクラブやスポーツクラブのプー

ルしかない。公共のプールでは冬場（1 箇所、長短水路両方、２箇所短水路）使用できな

い。 

・路上での動きが割りため、水中での動きが良いことが分かりづらい。理解してもらうの

に時間が必要。 

・わかってくれなかった。 

・私たちのクラブが発足時（平成９年）の頃でして、今は満足している。 

・悪口を陰でいう人がいる。タイムが勝てないのか車にキズを付けられた。他にもある。

小学生の方がきつい。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 14-2.連盟主催・共催大会に満足していないその理由 

・S21 枠に日本記録がなく、良くて大会新。自分の名前を残したいのに他のクラスと同等

に扱ってもらえない。 

・エレベーターが少なすぎる。 

・遠隔地である、遠くて行けない。 

・会場が遠い。少ない。 

・介助者が異性の場合の更衣室の利用で毎回何かしらのトラブルがある。 

・かげで運営の人たちが障がい者の事を悪く言っているのを聞いてしまったから。 

・競技者に対する支援体制。 

・記録が上がらない。 

・区分が分かりにくい。エントリーする前に平泳ぎ、足を使って泳いで良いのかどうか、

問合せフォームに尋ねても全く返事がない！ 

・クラス分け。 

・クラス分けで地域大会でのクラスと変わった。理由が納得できない。 

・クラス分けに公平性がない。 

・クラス分けの基準がよくわからないから。 

・クラス分けの判定が難しい障がい者で主治医の診断書とＭＲＩ画像の検査結果を昨年提

出したが、独歩できているという理由からごく軽度の障がいと判定された。もう少し脳原

性マヒに詳しい判定医の先生にみてほしかった。 
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・クラス分けの方法、タイムの掲示、登場案内、スタッフ間での共有がなされておらず、

誰に聞いても違う返事が来た。 

・クラス分けの方法に不満がある。同じクラスでも有利な人と不利な人がいる。同じクラ

スであっても泳ぎにかなり差がある。 

・車イス使用者への対応、バリアフリーが不十分。 

・車イスで使用しにくい。 

・車イスの貸し出しのない会場があるから。 

・車イス利用時難しいことが多い。 

・更衣室、トイレ。 

・更衣室が狭い、移動の際の車イスの設置が少ない。 

・交通の便が悪いプール（仙台など）で実施してほしくない。 

・個人会員に冷たい。 

・今年から車イスの貸し出しがなくなったため。 

・様々な面で記録が出せる環境ではない。 

・視覚障がいのクラス分けをもっと視力だけでなく視野の状態も考慮して区分けしてほし

い。 

・施設によっては更衣室などが使いにくい。 

・実際の障がいクラス分けにかい離があるため。 

・ジャパラ以外でも予選決勝を行ってほしい。 

・重度障がい者への配慮、行為場所等。 

・スタートが分かりにくいです。 

・スタッフが進行の仕方を分かっておらずスムーズに進まない。アルバイトばかり。 

・大会運営スタッフの不備。 

・大会としての意味を感じない。 

・大会の会場が車イス利用に不便。 

・大会の時に練習のように泳げておらず記録が伸びない。 

・大会を１日で納めてほしい。召集や大会をやっている声が聞き取れない、見えない。 

・だいたいどこも使いにくい、生きにくい。バスやタクシーの手配など混んでいるときが

ある。 

・多目的更衣室がないから不便を感じた。 

・知的障がいと重複しているため指示が分からないことがある。 

・長水路を使うようになってから試合として出られる種目が１つになったため。 

・日本選手権、春季記録会の予選決勝の導入。 

・年齢区分もシニア高齢者に伴い区分（例 40～60 歳、60 歳以上）。 

・標準記録が厳しすぎる。 

・プールからあげない。電話が少ないので困る。 
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・プールによっては交通の便が悪かったり、更衣室の設備が障がい者には使いにくい。 

・プールは交通の便が悪い所にあるのに、送迎等があったのは一度だけだった。身体が悪

いのだからもう少し配慮してほしい。 

・メダルは取ったがもっと早く泳ぎたい。 

・もう少し数多い種目に出たい（日本選手権２日間開催であれば、1 日 2 種目までなど）

・盛り上がりが足りない。 

・予選、決勝の間隔が狭い、ない。 

・レース呼び出しの音が小さい、表彰式と決勝レースの待ち時間、介助申請時間及び場所。

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 15-1.地域エリアの大会の具体的な地域エリア名と大会名 

【地域エリア】 

秋田、仙台市ほか 

秋田県 

茨城県 

岩手 

岩手、宮城 

大阪市 

沖縄県 

沖縄県、佐賀県 

鹿児島県 

神奈川、東京、横浜、さいたま 

関東 

関東、関西 

関東、近畿 

関東、中部 

関東、中部、福岡 

関東、東京 

関東、東京、横浜 

関東、東京都 

関東、東北 

関東、東北、中部、近畿、中国四国、九州 

関東、東北、東京 

関東、東北、中部 

岐阜県 

九州 
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九州、大分 

九州、沖縄 

九州、仙台 

九州、中四国 

九州、東北 

九州、中四国 

九州、福岡県、大分県 

近畿 

近畿、大阪 

近畿、大阪府 

近畿、関東 

近畿、関東、中四国 

近畿、九州、中部 

近畿、滋賀 

近畿、中四国 

近畿、中部 

近畿、名古屋 

近畿、兵庫 

熊本、九州、秋田、東北他 

熊本県 

神戸市 

佐賀、大分（佐伯） 

佐賀市 

滋賀、近畿 

滋賀、近畿 

四国 

静岡県 

千葉 

千葉県、関東大会 

中国四国、九州、近畿、東北、中部 

中四国 

中四国、九州 

中部 

中部、関西 

中部、関東 

中部、九州 
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中部、四国 

中部、東北、九州 

中部大会、わかふじ大会 

東海 

東京 

東京、大阪、静岡 

東京、神奈川 

東京、埼玉 

東京、仙台 

東京、宮城 

東京都 

東京都、関東 

東京都、多摩 

東北 

東北、関東 

東北、関東、関西 

東北、関東、中部 

東北、九州、関東 

東北、近畿、中四国、九州 

東北、中国、九州 

東北、中部、関東 

東北、中四国 

中四国 

中四国、九州、近畿 

中四国、近畿 

中四国、広島 

長野、松本、駒ケ根 

長野、横浜 

長野県 

名古屋 

奈良県、近畿地区、中部地区 

新潟、関東地域、仙台、長野 

新潟県 

西日本 

福岡 

福岡県、市 
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福岡市 

福岡市、九州 

福島 

北海道、札幌市 

南九州 

宮城 

宮城、長野、群馬、千葉 

山形市、山形県 

横浜、仙台 

和歌山、大阪、兵庫、奈良 

 

【大会名】 

ＪＰ大会 

秋田県障がい者スポーツ大会 

茨城県大会 

岡山国体、川崎市、関東大会、日本選手権 

沖縄県身障者スポーツ大会、九州障がい者水泳選手権 

沖縄県身障者大会、九州大会 

鹿児島県の大会 

関東、東北、全日本 

関東、東北、全日本中部選手権 

関東、東北、中部、近畿、中国四国、九州の選手権大会 

関東身体、中部大会 

全国身体障がい者大会 

関東身体障がい者水泳選手権大会 

近畿身体障がい者水泳選手権大会 

関東水泳選手権大会、東北 

関東選手権、多摩記録会、横浜国際短水路 

関東選手権大会 

関東大会 

関東大会、県大会 

関東大会、東京都大会 

関東大会、東京都大会 

関東大会、東北大会 

関東大会、東北大会、中部大会 

関東大会、日本選手権 
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関東他界、東北大会 

関東他界、東北大会、中部大会 

九州 

九州障がい者水泳選手権 

九州障がい者水泳選手権、日本障がい者水泳選手権 

九州障がい者水泳選手権大会 

九州障がい者水泳大会 

九州障がい者大会、全日本障がい者水泳大会 

九州身体障がい者水泳選手権 

九州身体障がい者大会 

九州水泳大会 

九州選手権、全国障がい者スポーツ大会など 

九州選手権大会 

九州大会 

九州大会、大分県スポーツ大会 

九州大会、北九州大会 

九州大会、記録会 

九州大会、記録会、国民体育祭、日本選手権 

九州大会、県障がい者スポーツ大会 

九州大会、中四国大会 

記録会 

近畿 

近畿障がい者水泳選手権、大阪府障がい者スポーツ大会 

近畿障がい者水泳選手権大会 

近畿障がい者水泳大会 

近畿身体障がい者水泳選手権 

近畿身体障がい者水泳選手権大会 

近畿身体障がい者水泳大会 

近畿身体障がい者選手権大会 

近畿大会 

近畿大会、大阪市ふれあい大会 

近畿大会、大阪大会 

近畿大会、大阪府スポーツ大会 

近畿大会、県大会 

近畿大会、障がい者県大会 

近畿大会、中部大会 
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近畿大会、中四国大会 

近畿大会、日本選手権 

近畿大会、兵庫県大会、神戸市大会 

近畿大会、ファインプラザ記録会、府大会 

近畿大会など 

近畿地方 

熊本県障がい者スポーツ大会 

県主催大会、マスターズ、近畿障がい者 

県障がい者スポーツ大会 

県障がい者スポーツ大会 

県障がい者スポーツ大会、関東障がい者スポーツ大会 

県障がい者スポーツ大会、春季東北マスターズ（イーハトープ）、東北水泳選手権 

県体育大会、近畿選手権大会 

県大会、関東大会、中部大会 

県大会、九州大会、国体 

県大会、近畿大会 

県大会、東北大会、全日本、以前はＪＰ 

神戸市、兵庫県、近畿大会 

交流水泳大会、障がい者スポーツ大会など 

佐賀 

佐賀大会 

滋賀県スポーツ水泳記録会、和歌山近畿水泳大会 

ジャパラ、にひん選手権、記録会 

ジャパンパラ、関東大会 

障がい者スポーツ大会 

身障センター主催記録会 

身体障がい者水泳大会、サンアップル記録会 

身体障がい者スポーツ大会春大会 

水泳記録会、九州選手権大会 

スプリングウォーターフェスタ 

全ての近畿大会 

スポーツ大会 

選手権、障がい者スポーツ大会 

選手権大会 

多数 

千葉県障がい者水泳大会、障がい者関東大会 
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千葉県大会、関東大会 

中国四国身体障がい者水泳選手権大会 

中四国大会 

中四国大会、九州大会 

中部記録会 

中部障がい者水泳施ｂｂ主権大会、ジャパンパラ水泳競技会 

中部障がい者水泳選手権大会 

中部障がい者水泳選手大会、ロングディスタンス水泳大会（名古屋障がい者）、中部障がい

者水泳記録会、東海障がい者水泳記録会 

中部障がい者水泳大会 

中部障がい者水泳大会、記録会 

中部障がい者水泳大会、近畿障がい者水泳大会 

中部障がい者水泳大会、全国障がい者スポーツ大会 

中部身体障がい者水泳大会 

中部選手権、日本身体 

中部大会 

中部大会、東北大会、九州大会 

中部大会、わかふぃじ大会、日本身体 

中部地区 

中部日本障がい者水泳大会 

東京都障がい者スポーツ大会 

東京都水泳大会、関東大会、記録会 

東京都大会 

東北、中部、関東大会 

東北・関東身体障がい者水泳大会 

東北障がい者水泳選手権大会 

東北障がい者水泳大会 

東北身体障がい者水泳選手権、東北身体障がい者選手権、中部障がい者水泳選手権 

東北身体障がい者選手権 

東北身体障がい者選手権、九州障がい者水泳選手権 

東北身体障がい者選手権、九州障がい者水泳選手権、水泳競技大会 

東北身体障がい者選手権水泳競技大会 

東北身体障がい者選手権水泳競技大会、山形県障がい者水泳大会、山形市障がい者水泳大

会 

東北身体障がい者選手権水泳大会、近畿身体障がい者水泳大会、中四国身体障がい者水泳

大会、九州身体障がい者水泳大会 
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東北水泳選手権 

東北選手権、宮城 

東北大会 

東北大会、関東大会 

東北大会、関東大会、関西大会 

東北大会、関東大会、関西大会日本選手権、ジャパラ 

東北大会、中四国大会 

東北大会、日本選手権 

東北地区障がい者水泳競技大会 

東北ブロック大会 

栃木県障がい者スポーツ大会、関東障がい者選手権大会 

中四国障がい者水泳大会、近畿障がい者水泳大会 

中四国障がい者大会 

中四国大会 

奈良県大会、近畿選手権大会、中部選手権大会 

新潟県障がい者スポーツ大会 

新潟大会、関東大会、東北大会、サンアップル大会 

日本身体 

日本身体障がい者水泳選手権大会 

日本選手権 

日本選手権、県スポ大会 

日本選手権、その他の地方大会 

日本選手権、地域大会 

日本選手権九州大会 

はばたき大会 

ハマリンピック、関東大会 

広島市大会、県大会、中四国大会 

福岡市記録会、九州大会 

福島障がい者スポーツ大会 

ふれあい大会 

ブロック水泳選手権大会 

北海道記録会、すずらんピック札幌市民大会 

マスターズ 

マスターズ水泳 

宮崎県大会、九州大会 

わかふじ大会 
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※同一の回答はまとめて、掲載している。 

問 15-2.地域エリア大会に満足していない理由 

・Ｈ２９関東大会の開催プールに不満があります。タイムの判定に不安がある。せまい。 

・アップ、ダウン用のサブプール。 

・アップ用プールがない。進行が遅い。 

・ウオーミングアップができないときがある。 

・泳法がきびしくなり、年寄はみんな参加できなくなり、私もいつまでかなと思う。 

・同じクラスでも有利な人と不利な人がいる。同じクラスであっても泳ぎにかなりの差が

ある。 

・介助員をつける範囲をもう少し広げてほしい。 

・会場が駅からだとすごく遠く、交通の便が悪くてタクシーを使わなければならない。 

・会場が遠いことが多い。 

・会場の階段移動がきつい。待機場所に椅子が欲しい。 

・関東大会は選手が多いが、会場が小さい。 

・クラス分け。 

・クラス分け。ここで分けられたクラスの理由がジャパンパラのクラス分けと違っていた。

・クラス分けに公平性がない。 

・車イスの対応（更衣室、控室）。 

・更衣室、トイレ。 

・更衣室が狭い、移動の際の車イスの設置が少ない。 

・更衣室が使いにくい（椅子が少ないので着替えにくい）。ロッカーにカギがかからない。

・交通が不便（やるなら送迎バスを出してほしい）。 

・公認プールではない。 

・今年から車イスの貸し出しがなくなったため。 

・様々な面で記録が出せる環境ではない。 

・参加する選手のレベルに差があり、競うという状態になっていない。 

・視覚障碍者がほとんどいなかった。そのため他の障がい者の方と泳ぐことになった。 

・事前に大会日程が知らされないこと。 

・知っている人がなく、ポツンと１人で待っていることが多い。待っているところが長時

間で体がきつい。 

・シニア向けのレースが少ない。 

・自分の記録が出せない。 

・宿泊にお金がかかります。 

・出場者の大半が知的障がいで、身体障がい者の出場者はほんのわずかで 10 人に満たな

い大会もある。知的の大会に付随して参加させてもらっている感が否めない。中部は特に

身体の助成スイマーが少ないので。 
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・順位等が適当に思う（ふれあい大会）。レース前に待たされて辛かった（近畿大会）。 

・障がい者大会でもプール施設がよくない。 

・召集の手際が遅い。 

・スタート台から飛び込めないなどもう少し良い環境でできればと思う。 

・スタッフがアルバイト的な学生が多く、進行の仕方がわかっていない。 

・ストップウォッチだから。飛び込み台。 

・大会によっては観客席などがなく、体育館で待機する大会があるから。 

・大会は満足だが、全スポに選出されることが少ない。 

・待機場所が少なく狭い。 

・辰巳国際プールに多目的更衣室がなくて困った。 

・多摩スポは大会向きではないと思う。 

・近くに 50ｍプールがあるのに使わせてもらえない。 

・長水路が中部しかない。 

・長水路になったところはありがたいですが、車いすトイレが少ない。休憩スペースがな

い。更衣室が狭い。 

・同一障がい区分の人の障がいが自分より軽く思う。 

・飛び込み台が高い所を使用、タイム計測板がいつも壊れる。 

・場所は持ち回りではなく固定が良い。 

・人がいない（地方は特に）。１位になってもつまらない。今年の県大会２種目ともフラッ

シュが出ないためスタートできず、２回ともやり直し（私は聴覚障がい）。 

・人の名前を間違ったり、タイムを他人と間違えられたりしたから。 

・プール、駐車場が狭い。 

・プールからあげない。電話が少ないので困る。 

・プールコンディションがやや悪い。 

・メダルは取ったがもっと早く泳ぎたい。 

・もっといい記録を出したい。 

・ライバルがいない、1 部のレベルと同じで 2 部に出た理由です。（障がい国体 1 部相当

にあたる記録）50,100,200ｍの種目がない。 

・ロッカーにカギがかからない。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 16-2.参加したことがある健常者大会の大会名 

・Ｈ2Ｏ 

・ＪＯ等 

・ＯＷＳ大会 

・インターハイ、ジュニアオリンピックカップ東京都予選会 

・インハイ予選、広島市記録会 
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・ウーマンズスイム 

・オアシススイムフェスタ（スポーツクラブの大会） 

・オープンウォータースイミング 

・オールエイジング水泳体大会 

・ぎふスポーツフェア 2017、JSCA 岐阜県ジュニア春季水泳記録会 

・さいたま市民大会、三多摩記録会 

・しずおかフェスティバル 

・しずおかフェスティバル 

・ジャパンマスターズ 

・ジャパンマスターズ、ウーマンズフェスティバル 

・ジャパンマスターズ、神戸市民 

・ジャパンマスターズ、短水路マスターズ森岡海上、スポーツマスターズ 

・ジャパンマスターズ水泳競技大会、マスターズ短水路大会江戸川会場、ＦＩＡ、マスタ

ーズ短水路京都大会 

・スイミング G マスターズ大会 

・スイミングスクールのマスターズ 

・スポーツフェスティバル、市民大会 

・スポレク、市町村対抗大会 

・チャリティー大会 

・なみはやスイムフェスティバル 

・マスターズ 

・マスターズ（ジャパン、春季、スプリントなど） 

・マスターズ（大阪開催） 

・マスターズ、スポーツ報知 

・マスターズ、国際プール大会 

・マスターズ、市大会 

・マスターズ、市民大会 

・マスターズ、神戸市民大会 

・マスターズ、全国中学校関東大会、県大会 

・マスターズ、中高の大会 

・マスターズ京都短水路大会 

・マスターズ広島大会 

・マスターズ水泳短水路大会等マスターズ大会 

・マスターズ選手権大会 

・マスターズ他 

・マスターズ大会 
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・マスターズ大会、横浜記録会、辰巳記録会 

・マスターズ大会、市民大会等 

・マスターズ大会、千葉、辰巳、横浜 

・マスターズ大会、相模原チャリティースイム 

・マスターズ大分大会、全九州マスターズ大会、大分市民大会 

・マスターズ短水路、日本マスターズ、県民大会、市民大会 

・マスターズ短水路大会 

・マスターズ短水路大会（札幌）、深川、富良野年齢別大会 

・マスターズ短水路大会、ジャパンマスターズ大会、ねんりんぴっく長崎大会、奈良県体

育大会（水泳） 

・なみはやスイムフェスティバル、市民大会 

・メガロマスターズ、市川マスターズ 

・レインボーカップマスターズイン名古屋 

・愛知県社会人大会 

・愛媛マスターズ、高知マスターズ 

・宇都宮市民大会 

・横浜国際プール短水路記録会 

・沖縄県社会人水泳大会 

・関東学生夏季公認記録会 

・関東大会 

・館山 CWU 

・基本的にさそわれて参加する程度 

・岐阜マスターズ、レインボーカップ、岐阜市民大会、中日スポーツマスターズ 

・記録会、学童など 

・九州身体障がい者水泳選手権大会、日本身体障がい者水泳選手権大会 

・九州大会 

・熊本マスターズ長水路大会、全九州マスターズスイミングフェスティバル、日本マスタ

ーズ福岡大会、福岡県民体育大会 

・熊本県中学校水泳競技大会、熊本県高等学校総合水泳競技、熊本県高等水泳選手権新人

戦、九州学生春季公認記録会 

・県マスターズ、ねんりんピック全国大会 

・県営スポーツガーデン主催大会 

・県春季水泳、ＳＣ対抗戦、県総合体育大会 

・県水泳連盟の大会 

・県大会 

・県大会、スイミングスクールの大会 
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・県民体育大会、マスターズ 

・県民体育大会水泳競技 

・江東区民水泳大会 

・三重スポーツフェスティバル 

・三鷹市主催水泳大会 

・四国高校総体、ＳＣ対抗 

・士の総合体育大会（市民総体） 

・市民、マスターズ、ねんりんぴっく大会 

・市民マスターズ大会 

・市民水泳大会 

・市民大会 

・市民大会、マスターズ 

・市民大会、県民大会 

・肢体かい、西尾張大会 

・鹿児島県マスターズスイミングフェスティバル、全九州マスターズスイミングフェステ

ィバル、日の国マスターズ水泳競技大会、日本マスターズ短水路大会 

・実業団、マスターズ、辰巳杯 

・実業団大会 

・実業団大会、マスターズ大会 

・秋季東北マスターズ 

・秋田県マスターズ 

・春季東北マスターズ 

・湘南オープンウォータースイミング 

・焼津市民スポーツ祭 

・神戸市市民大会 

・神戸市少年団水泳大会 

・神戸市民選手権 

・神戸市民大会 

・神戸市民大会、西播大会 

・神奈川マスターズ、サクラマスターズ、ウーマンズマスターズ 

・神奈川マスターズ、市民大会 

・神奈川マスターズ水泳大会、ジャパンマスターズ水泳大会、短水路マスターズ水泳大会

石川等 

・世田谷で開催された大会 

・西日本ルネサンス大会 

・静岡スポーツフェスティバル、市民スポーツ祭 
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・静岡スポーツフェスティバル、静岡ジュニア選手権（オープン） 

・千葉チャレンジ 

・川崎市マスターズ 

・全ての大会 

・全国 JOC ジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会、広島県年齢別室内春季水泳競

技大会 

・全国のマスターズ大会、世界マスターズ大会 

・全日本マスターズ、全九州マスターズ 

・全日本マスターズ水泳大会 

・全日本短水路松山大会、愛媛県マスターズ大会 

・大学の水泳部として参加した 

・大学の大会、高校の大会、マスターズ 

・大学までチームが参加し、標準記録を突破したもの 

・大北総体 

・辰巳杯 

・短水路マスターズ水泳大会 

・短水路マスターズ大会などマスターズ大会 

・地区マスターズなど 

・中央地区予選、全中・関中予選、BC 旧大会、千葉総合体育大会、市民総合体育大会、千

葉市新人水泳競技大会、千葉県新人水泳競技大会 

・中信選手権大会、松本市民体育大会 

・中体連、高総体 

・中長距離水泳大会 

・町田マスターズ、神奈川マスターズ、コナミマスターズ、日本マスターズ、ジャパンウ

ーマンズほか 

・長崎スプリント選手権 

・長崎市民体育祭（水泳の部） 

・長野県マスターズ、信越マスターズ、ウーマンズスイム 

・鳥取県マスターズ大会 

・東北のマスターズ大会 

・徳島県のマスターズ水泳大会 

・栃木県マスターズ 

・奈良県大会 

・尼崎市民選手権水泳競技大会 

・日大、中大対抗戦、マスターズ 

・日本ガイシプールマスターズ水絵 
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・日本マスターズ 

・日本マスターズ、あぶくまマスターズ、マスターズ仙台大会 

・日本マスターズ、和歌山地域成人水泳大会、ＦＩＡマスターズスイミングフェスティバ

ル 

・日本マスターズ水泳短水路大会 

・日本マスターズ水泳短水路大会岩手大会、北上市市民体育大会水泳競技 

・日本マスターズ短水路、仙台大会 

・日本マスターズ短水路大会 

・日本マスターズ福岡大会、福岡県民大会 

・熱海マスターズ、神奈川マスターズ等 

・富山マスターズ、千葉ＦＩＡマスターズ、なみはやマスターズ、奈良マスターズ 

・部活で参加するもの 

・福岡県民体育大会 

・兵庫県のじぎく身体障がい者水泳大会、近畿身体障がい者水泳大会、九州身体障がい者

水泳大会、新潟身体障がい者水泳大会 

・兵庫県新人水泳選手権大会、関学オープン 

・別府青山 

・北九州市民大会、障がい者全九州佐賀大会 

・北部学生選手権 

※同一の回答は一部まとめて掲載している。 

 

問 16-3.健常者大会に参加していない理由「6.その他」 

・あえて健常者大会へ出場することはないから 

・意識したことがない 

・遅いから 

・介護者がいないから 

・介護者が必要、日本選手権に集中したいから 

・家庭事情（子供が小さかった）あまり出かけられない 

・機会がないから 

・機会がなかったから 

・危険が多いから 

・休日はゆっくりしたい 

・競技水泳を始めたばかりだから 

・競技歴が短いから 

・競技を始めて日が浅いから 

・記録が遅いから標準記録に達していないから 
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・記録が狙えないから 

・車イスなどの利用に不便 

・健常者と一緒に泳いだことがない 

・健常者と一緒に泳げるレベルではないから 

・健常者と一緒は時間がかかる 

・健常者とのタイムの差がありすぎるから 

・健常者の大会に障がい者も参加できることを知らなかったため 

・県大会は年齢が達していないから 

・今後参加したい 

・参加する大会自体を知らない 

・参加できるかどうかわからない 

・参加できることを知らなかった 

・参加できると思っていなかった 

・参加できると知らなかった。 

・参加できる年齢になっていないから 

・参加できるのかできないのかよく知らないから 

・参加手続きが分かりにくい 

・参加問合せ等をすると心よい返事がない 

・参加を考えたこともなかった 

・視覚障がいだから 

・時間がない 

・仕事の都合がてれずいけないため 

・自信がないから 

・重度すぎて参加するクラスがない 

・出場したくないから 

・障がい（身体）への配慮や障がい用のクラスがないから 

・障がい者が出場できるのか方法が分からない 

・障がい者大会だけで満足、ジャパラ、全日本 

・障がい者も参加していい大会なのか分からないため。また日水連に選手登録できるのか

もわからないから 

・障がいの人と一般の人がタイムとかを比べても意味がないと思うから 

・障がいへの廃炉が足りない 

・情報が少ないため 

・情報がない 

・知らない 

・知らないため 
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・水泳クラブが参加しないので知りませんでした 

・水泳を始めて日が浅い 

・水中スタートしかできないから 

・スピードが遅いから 

・精神的にしんどくなり普通の泳ごう会の練習に行かなくなったから 

・大会告知を見ていない。日程が分からないため。 

・タイムが遅いから 

・タイムが足りないと思うから 

・チームメイトが出場していないので案内がない 

・出たことがないから 

・手続きがよくわからない 

・手続きや説明等が大変だから 

・特に理由はない 

・なし 

・入退水の介助がないため 

・プールの入退水に時間がかかるため 

・未だ泳ぎが遅いと感じるから 

・未だ始めたばかりなので 

・レベルが高い 

・レベルが違う 

・レベルが違うと思うので 

・練習時間がとれないため 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

自由意見 連盟の事業や障がい者スポーツの現状、その他意見 

○2020 東京パラリンピックに向けて選手の発掘、育成を行うことも大切であると感じて

いる。しかしながら障がいがあってもスポーツを楽しむことができることを生きがいや生

活の楽しみに当事者ができるように運営がなされていくことを望む。個人的にはトップの

選手がプロ意識をもっと高く持ち、競技レベルを上げることも重要ではあるが、そのこと

よりも競技の参加者を増やしその当事者が暮らしの一助となるようなスポーツであれば

と思う。 

○2020 年以降も継続可能な施策を立案して下さい。 

○３年後の東京パラリンピックの大会開催に向け、切磋琢磨して出場できるように頑張る。

○ＦＩＮＡ公認マークがついている水泳でしか出場が認められなくなった。 

〇私は生まれてから背中に手術した傷跡があるので水着の後ろが空いている水着は着れな

い。後ろが開いていない水着を販売してほしい（現在販売中止となっている）。 
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○年々出場人数も減っているように思いました。同じ障がいの方に合うが、同じ障がいで

もクラスが違うことがある（統一してほしい） 

○S21、クラスなしに該当した選手は、前の項目にも書きましたが扱いが雑すぎます。ま

た、S1～S10、S14、S15 は、例えばパラリンピックに出場が難しくても、国際大会

に出場する権利（パラで）はあって、がんばれば出れるかもしれません。が S21 はパラ

の国際大会はもちろん、マスターズ大会、オリンピック等健常者の国際大会でも障がい者

手帳を持っていれば参加することはできない。私たちだって夢や志を高く持って活動して

いるのに、健常者でもパラでも世界に出ることが許されないため、やめていく選手は多い。

競技変更するにも、お金や環境が難しい。恵まれた人たちしかできない。やめていく選手

も多いと、障がい者スポーツ自体をやらなくなっていく人もいる。たまにジャパラで S21

は、パラにいけないんだからやめればいいという声を聞くが、私たちからすれば「国際大

会なんて夢の話、健常者で頑張ればよい」と言われているのと同じ。これを理解していれ

ばよいがとても酷です。私たちの枠をもっと大事に扱ってほしい。日本記録の設定等はし

てほしい。モチベーションも上がる。ブラインドの S21、身体の S21 も分けてもらえれ

ばうれしい。 

〇大会の時、強化選手に力を注ぐのは仕方のないことかもしれないが、育成枠の選手が「教

えてくれる先生が強化にいって、自分たちについてくれない」と困っている選手を見ると、

声かけられる。こっちは別にいいが育成枠の選手も大事にしてほしい。 

○女子選手、男子選手と話していてみんな疑問に思っています（よくこの話がでます）。日

本代表選手になっている選手のクラス分けで特定のチームの選手だけクラスが下がって

いる。S8→S7、SB8→SB7、S10（ヨガをやっていて普通に歩いているのに）クラス

分けに疑問を持っている選手も多い。他の種目ではクラスが取れて、水泳はダメっていう

のも。もう少しわかりやすいクラス分けだと（IPC の考え方もあるだろうが、どうみても

NE っていう人が、クラスあると健常の人でも疑問に感じると思う）。実際健常者の人か

ら言われた。パラサポスタッフの人からも言われた。 

○TV やメディアを使って障がい者スポーツを世間に見せることが大事。「一般の人にこん

なスポーツもあるんだ」と思わせることが広めることになり、障がい者スポーツを目指す

人が増えると思う。2020 年までが一つのチャンスではないですか。リオ五輪の前にパラ

水泳が放映されたのを見たが、それ以降まったく見ない。これではダメですよ。2020 年

ならスポンサーを見つけやすいと思うのですが。 

○あまりに知らないので知る機会や知る努力をしていきたいと思います。 

○一層の発展を願う。 

○いつもお世話になっております。 

○いつもお世話になります。さて、パラアスリートたちがどんなに努力してもマスコミの

扱いが少ないと思っています。もっと多くの人々に障がい者スポーツの現状を知ってほし

いですね。私の友人たち（スポーツクラブの健常者）でさえ、レジェンドの河合さん、成
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田さんのことをまたく知らないのです。 

〇また、障がい者に対する偏見について、あまり病気、けがをしたことがない健常者の何

気ない会話です。病院で入院中に「．．．しかし、障がい者になったら（人生）おしまいよ

ねー」という耳を疑うような言葉が。リオパラ直後でした。マスコミ報道があっても受け

取る側の感性によって左右されるのでしょうか。とすれば、幼いころからの教育（共生、

インクルーシブなど）と社会全体の障がい者を受入れる姿勢がより大切なのではと思いま

す。施設などハード面でのバリアフリーは実現されつつありますが、人々の心のバリアフ

リーについては、各自の温度差が大きいと思います。時間はかかっても、私たちが率先し

てアピールする必要がありますね。ともに頑張りましょう。 

〇障がい者スポーツを生涯スポーツへ移行することで健常者との壁がなくなるのでないで

しょうか。超高齢化社会を見据えて、攻めの啓発活動をすることを期待します。 

○いつも会長をはじめ、役員の方々には心より感謝申し上げます。今後ともよろしくお願

いします。 

○今は細々と大会に出場できるように体調を整えて練習をしています。大きな目標はパラ

リンピック 2020 ですが、その後も水泳を続けていくに当たり厳しい現状があるのだと

知りました。障がいをもつ人たちが生き生きとスポーツできるように環境が整えばいいな

と思います。 

○いろいろ障がい者が利用しやすく、50ｍプール推進も深い所がもっともっと増やしてほ

しい。（健常者とともに泳げる施設で） 

○いろいろな大会に出場させてもらっていますが、審判によってスタートのやり方が違う

ことが時々あるので困ることがあります。手話通訳者が見えづらい位置にいたりすること

があります。ろう者に情報が行き届かないことがよくあります。 

○インターネットが好きじゃないので情報が手に入りにくい。 

〇クラス分けに疑問がある。 

〇水泳をやる一般の人やプール施設（公共、民間とも）が障がい者大会をまったく知らな

い。もっとポスター、パンフレットを配るべきだと思う。 

○永年水泳を続けておりますが、仕事との両立が難しく自分自身の体力向上、コンディシ

ョニングが難しい。いつも良い環境ができ、普及、選手の増員ができればと考えています。

１月に指導員の更新をし、様子見のところです。 

○遠方で大会参加にあたって、車イスの提供をしていただけるように手配していただきあ

りがとうござました。 

〇クラス認定の判断基準を詳しく知りたいです。 

○応援される家族の方のマナーが良くないので選手よりも観客のマナーアップを希望しま

す。 

○お金がないで済まさないでどうすればよいか。議論してほしい。 

○お察ししますが、登録料、大会参加料の値上げはどうかと思います。 
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○オリンピック・パラリンピックの開催自体に疑問を持っています。あまりに巨大化、商

業化しすぎています。誰のための大会かよくわかりません。国の威信のためではなく個人

のためです。 

○会場について、北陸、新潟、東北で開催できれば良いですね。 

○会費については、その時の収入による。現在は生活すら厳しい（去年会社が買収され収

入が激減されて）。 

○各大会会場の多目的更衣室の充実をお願いいたします。 

○合宿を行うことも大切だが、地域の中で健常者を共に練習ができるようになることも大

切。もちろん障がいに合わせた練習をすることも大切なので、その両方ができるようにな

れば強い選手はたくさん出てくると思うしすそ野も広がると思います。 

○関係者の皆様、いつもありがとうございます。視覚障碍者のクラス分けに関して、視力

だけでなく視野についてももっと配慮していただきたいと思います。できればサブプール

のある会場で大会をしてほしいと思います。 

○競技種目によって機能障がいが正常に評価されて、パラなどに準じる世界大会に参加で

きるもの（車いすアーチェリーなど）とそうでないもの（水泳）がある。身障水泳をはじ

め、多くの障がい者スポーツは、脊損者や切断欠損者のための競技であり、疾病によるも

のが排除されているように感じる。例えば、ｉｐｓ細胞で脊損治療が可能になった際、可

逆的な障がいとなるわけで、単なる機能障がいとしか評価できなくなるのが本来だろう

が、脊損は優遇されるだろう。障がい者スポーツの世界が一番障がい者差別をしている。

○競技人口が少ないので仕方のないことだと思うのですが、子どもたちだけの大会があれ

ばと思います。息子は１１歳（Ｓ１０クラス）ですが、ジャパンパラの制限タイムはきつ

過ぎてオープン 50Ｆｒのみしか参加できませんでした。ただ、発掘キャンプのおかげで

同世代の仲間もでき、ともに頑張ろうという気持ちにさせてもらい、親としてもうれしく

思っています。 

○競技や種目に関係なく、健常者と障がい者というだけで分けられている。その障壁をな

くして一人でもたくさんの人へ知っていただく必要があるのではないでしょうか 

○京都アクアリーナでは、小学生は、長水路（50ｍプール）を常時使用できません（コー

ス専用でコーチがいないと）。日水連の登録カードを持っている小学生は利用できます。

近畿大会やジャパラ前にメインプールで練習させてあげたいのですが、指定管理のミズノ

は許可できないとのこと。2020 年以降のことを考えると、やはり泳げる子が練習場所を

制限されるのはどうかと思います。 

○京都の障がい者スポーツセンターのプールは、６コースあるが３コースが歩き専用、後

の３コースは目の不自由な方がおられれば、１人１コースを使う。そうならなければその

コースはゆっくりの人しか泳げない。また後２コースあっても、ゆっくりの人が２コース

ともおられれば、速い練習ができない。速い人は結局有料の民間プールで習わないと速く

ならない。お金がないと速くならない。このことを改善しないといけないと思う。 
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○金額については、将来の自分の収入によって変わるのでわかりません。 

〇合宿等の領収書に内訳を出していただきたい（支援していただくときに必要なので）。お

金（遠征費などで）を支払う時は、早めに連絡が欲しいです（すぐ用意できるわけではな

いので）。 

〇2020 年以降のことなどわからないことだらけではありますが、貢献できるように競技

力を向上させていただきますので、今後ともよろしくお願いします。 

○近畿大会に参加した後、合同練習会の便りが来て参加しました。その際主催者が集合時

間になっても来なく、スタート時間ギリギリに来られ、障がい者、同伴者ともどうしてい

いか分からず、ただただ立って待たせれていました（８月２７日尼崎スポーツの森にて）。

また練習会と言っても、コーチが１人、20 数名見るには全然足りなく、何のための練習

会かと思った。皆さん大会に出席している人なのに「水になれましょう」と、１時間くら

いが水になれるためにもぐったり顔をつけたり。遠くから行ったのに、たった 400ｍし

か泳げず（２時間で）、飛び込みパターンの練習をしたいと書いて送っているのに、「は

あ？」と思った。あの団体の練習会は、もう参加しても意味のないなと思った。もっとど

んどん泳ぎたいにで、飛び込みの練習も普通のプールではできなく、練習していきたいと

思っています。そのような練習会であればぜひ参加したいです。20 数名で、たった２コ

ースはアップにもなりませんでした（涙）。 

○クラス分けされても違う障がいだったら手足の動き方や関節の硬縮具合も差があるの

で、障がいの種類やタイムに見合ったクラス分けをしてほしい。 

○クラス分けについて 

①第３１回関東身体障がい者水泳選手権大会→クラス分け S12,SM12,SB12 

理由：障がい者手帳に「両眼それぞれ 10 度以内の視野」と記載され、診断書の内容も同

様だったから旨の説明を受けた。 

②2017 ジャパンパラ水泳競技大会→クラス分け S13,SM13,SB13 

理由：診断書から両眼それぞれ 10 度以内だが合わせると 10 度以上になると判定者判断

したから旨の説明を受けた。 

私は昨年、視覚障碍者として認定され、それから水泳を始めました。この世界のことは

まだわからないことが多い状況です。ですが上記①②の違いには納得ができませんでし

た。「J-FCS クラス分け」の規定にも「両眼合わせてや両眼で見て 10 度以内」などの記

載はありませんでした。また、「片眼で 10 度以内」との記載も同様にありませんでした。

大事な「クラス分け」について「きっちりしていない」というのが正直な感想でした。 

○障がい者スポーツの現状について 

障がいスポーツについては、環境が全てと感じました。自分の置かれている環境、その

周囲の環境、それが整っていないと満足のいく練習もできない以前に足を踏み入れること

さえできません。「だったら良い環境へ行けばいい。行動力がないだけ」との声もあると

思いますが、健常者でも勇気のいること、ましてや障がい者は勇気だけではできることで
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はありません。難しいことだと思いますし、他の国はどうなっているか分かりませんが、

障がい者がスポーツに打ち込める環境、障がい者を受入れる環境が広がらない限り、障が

い者の中でもほんの一部の人間の競い合いにしかならないのが日本の障がい者スポーツ

の現状なのかなと思います。 

私は昨年障がい者と認定され、視覚障がいを持ち、今の環境でできるスポーツが水泳し

かありませんでした。満足できる練習はできませんが、他の選択肢もありません。そんな

私よりやる気や才能のある足を踏み入れられない環境の人が多くいるはずです。障がい者

に対する世間のご理解と環境の整備を願っています。長々と申し訳ありませんでした。 

○クラス分けについて、先天性脳性マヒは切断者等と体の動きが違うため同じクラスでは

困難です。脳性マヒ者は別個にクラスを検討するべきである。 

○クラス分けに不公平を感じる。 

○車イスがあって助かっていました。 

○車イスの貸し出しがなくなると、本当に困る。遠くから来る人もいるし、電動の車イス

の人もいるし、杖で生活していて水が危ない（プールサイド）人もいる。車イスを持って

いない人もいるのに、貸し出しをしてくれなくなって簡単に自分で各自準備しろって言わ

れても、金銭的負担も大きい。障がい者の大会であるということを忘れてはいけないと思

う。こんなんで本当に東京のパラリンピックが成功するのかと本気で思ってしまう。あま

りにも勝手で思いやり、配慮に欠け過ぎである。大会の自己負担必要も増えたし、それに

各自で全額遠征費とかまで出さないといけない。もっといろんな大会に出たいと思って

も、金銭的に援助もなしではとても無理。もっと考えてほしい。練習する場所の確保も難

しい。もっと障がい者でも使用できるプールを増やしてほしい。大会の関係者が差別的な

ことを大声で周りを気にせず話しているのを何度も聞いた。そんなんじゃけん、障がい者

への差別を減らない、もっと自覚をするべきだと思う。誰もが安心して、そして楽しめる

大会にしてほしい。車イスの貸し出しの事を多くの人が困ることなので、もう一度考え直

して前みたいに貸し出してほしい。 

○県（市）の福祉課から聞いた大会とは違う組織で、人に聞くまでは自分が出られるのか

知らなかった。もっと若いころから参加したかった。 

○県外練習、合宿の参加がしたい。身体のみではなく、高次脳機能の障がいがあり、自己

管理が難しく参加不可とされている。ヘルパーや家族の支援をＯＫとしていただければ参

加できるのですが。合宿ではなく練習会なら、送迎のみの支援で参加できるので練習会を

持ってほしい。有料でもいいので。 

○現在東京に焦点を置いた競技選手育成に力が入っていることは十分理解できますが、東

京以降の次世代の育成も少しは考えていただけるとうれしいです。長い目で見てほしいで

す。パラリンピックは夢ではなく目標です。そのために水泳はやめません。強化を目指し

てトップアスリートを目指します。 

○健常者と障がい者が同じように練習や大会ができたらいいなあと思います。 
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○健常者の方々（主に周りに障がいのある人がいない方）は障がい者スポーツ及びパラリ

ンピックも全く興味を持っていないと思う。パラリンピックのＴＶ放送も、ごく限られた

時間のみです。もっとＴＶ放送してほしい（衛星放送ではなくて）。私たちも他の障がい

者をもっとスポーツをしている方々を知りたいと思っている。 

○健常者の大会に出たことがあるが、自由形と平泳ぎにしか泳法の関係で出られなかった。

片マヒのため、片手でのバタフライ、平泳ぎも片手でマヒ側の足はあおり足になってしま

うため。バタフライ、平泳ぎ、さらには様々なリレーにも健常者の仲間とも参加できるよ

うになれば素晴らしいと思います。 

○更衣室が下肢の不自由な人には使いにくいと思います。車イスのスペースはありますが、

半端に不自由な人には着替えにくいです。障がい者といっても色々な障がいがあり、個々

それぞれ違うので配慮してほしいと思います。大会の時にはロッカーにカギをかけること

ができないところが多いのですが、少人数やコーチ不在の時などは、どうしても貴重品を

持ち歩かないといけないので、鍵がかけられるようにしてほしいと思います。 

○合同練習会の案内が届くのですが、日程時間（日曜日、夜間のパターンが多い）があわ

ないため参加できていません（遠方在住のため）。時間を早くできませんでしょうか（難

しいかもしれませんが）。 

○高齢化時代に沿ってシニアクラス（年齢）の見直し。 

○泳力のレベルアップ講習会の実施（参加しやすいように地区別に実施してほしい） 

○高齢者が参加しやすいように、50 歳を境にして２部制なっていますが、70 歳以上のグ

ランドシニアを取り入れては如何ですか。 

○国体と日本選手権などの大会では、国の管轄が違うからかと昔から意見を言っても聞い

てもらえませんでした。国体では番号、パラリンピック等はＳクラスとわかれていて、そ

れによって国体ではできない種目があります。2020 年オリンピック、パラリンピックに

向けても、国体のクラス分けは世界レベルのＳクラスに統一すべき。不公平です。 

○個人会員には規約も送ってこない。予算案も送ってこない。会計報告も送ってこない。

会員すべてに送るよう会費規則も送ってこない。 

○このアンケートに書かれた答えについては、今現状の状況を書いています。したがって

未来のことについてはこの限りではありません。 

○このような大会があるので、人生の楽しみができています。関係者の皆様には大変感謝

しています。運営はとても苦労なされてみえると思いますが、これからもどうぞよろしく

お願いいたします。いつもありがとうございます。 

○参加種目を２種目から３種目に増やしてほしい。 

○指導者の数が足りない。増やしてほしい。 

〇環境を整えてほしい。 

〇長くできるよう、スポンサーなど資金源が欲しい。 

○自分は S9 ですが、実際は別のクラスと思いながら大会に出ています。クラス分けの基



－104－ 
 

準がいまいち不明確だと感じております。見直しをしていただきたいのが本音です。 

○地元開催の岩手大会も無事終わり、今は次の世代を育てたいと考えております。チャレ

ンジスポーツ活動したくても受け皿の整備がされておらず参加したくてもわからない。障

がいをお持ちの子たちも多々いると思います。そのためにマスターズ水泳チーム「キズナ」

の活動を強化しています。健常者と障がい者の懸け橋となり、一緒にスポーツができるこ

とを水泳を通じて教えていきたい。また、地域格差もあるようなので今後も北上、大船渡、

盛岡の仲間と協力しながら少しずつ変えていければいいと思っています。最後に今まで支

えてくれた人たちや応援してくれた人たちのためにも、今後も水泳をがんばってくださ

い。 

○ジャパンパラや日本選手権でのマスコミに対する PR などの課題があると思います。障

がい者水泳に対する認知度を向上させる取組みをしては。 

○ジャパンパラや日本選手権に出場できることが励みになっています。 

○出場年齢区分を現状の 49 歳以下 50 歳以上をあと一つ 70 歳以上の区分があればもっ

と参加があると思います。マスターズの５歳ごと区分は無理でも、東京都障がい者スポー

ツ大会は 39 歳以下 40 歳以上で私の 79 歳と 40 歳 50 歳の選手相手では恥をかきに行

く気持ちで参加に尻ごみしますし、一緒だった仲間も年ごとに参加しなくなっておりま

す。日本身体障がい者水泳大会と 50 歳の相手と 79 歳では出場を考えています。もっと

たくさんの選手が参加できる方法をお願いしたいです。パラリンピックだけが大会ではな

いと考えますが。 

○障がい区分が分かりにくい。障がいの程度が異なるように思える選手が同ランクで競技

している。筋力、身体状況を十分に考慮した上でのメディカルチェックができているのか

疑問に感じるのは私だけでしょうか。あまりにも細かい区分は難しいと思いますが、納得

のできる区分内容の説明がほしいです。 

○障がい者（一人ひとり）に応じた専門のコーチが少ない。練習メニューをこなすのもい

いが、やはり基礎の部分でその人に合ったフォーム矯正やコーディネートも含めてなかな

かいいコーチにめぐりあえない。関東では年１回（一般の）合宿を行っているが、そこで

はフォームを見てくれたり動画をとって自分のフォームを確認できたり適切なアドバイ

スをもらうことができる。このような合宿を年に数回行ってほしい。合宿でなくても、月

１回ぐらいの割合で、普段の練習ではできない練習をしたい。 

〇日本の障がい者は受け身の人が多いと思う。もっともっと積極的に様々なことにも参加

し、障がい者を障がい者としての認識（不自由ということだけでなく、こんなことにも参

加しているんだとわかってもらう意識）をしてもらうことが大切。 

○大会参加費は正直こんなにかかっているとはわからなかった。大きな大会に出るには費

用が大になるのは当たり前のこと。額が高くなれば、大会に出る意識や意気込みも変わっ

てくる。もう少しあげてもいいと思う。一般の大会はもっと高い。 

○障がい者がスポーツを通じ、仲間と出会い目標ができ、自信をもつことができ、明るく
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なれることはとてもすばらしいことだと思います。これからも障がい者スポーツの発展の

ためによろくお願いします。 

○障がい者ができるスポーツをもっと増やしてほしい。 

○障がい者自身の意識改革が重要だと思います。介護されて当たり前という意識が改善さ

れない限り、健常者大会等で現在レースをしている人たちの築いてきたところを急に崩し

てレベルを下げて、平等に！と言っているだけのように思われる気がします。 

○障がい者水泳は、他の障がい者スポーツと比べて、始まる前の勝敗が分かってしまう。

競技性の少ないものと感じる。クラスが同じでも、そのなかで障がいがより軽い人が勝っ

てしまうからだ。これはリオパラリンピックの中継を見ていて強く感じた。ならばいっそ

クラスを「下肢障がい」「上肢障がい」などで分類し、障がいの部位は固定するなどして

一切使わせないルールの方が面白いと思う。車イステニスは健常者が車イスにのってもほ

ぼ対等にプレイできるように、「障がいがあるからやる」ではなく「障がいがってもでき

る」からこそ障がい者スポーツであり、障がい者水泳もその域まで行ってほしいと思う。

○障がい者スポーツ（特に水泳）において、観客はその関係者ばかりで、一般の観客がほ

とんどいないので、その点で連盟を中心に工夫し集客力に努めてほしい。経費援助を含め

て、一般スポーツとな差があまりにも大きすぎると思います。 

○障がい者スポーツがパラリンピックのＴＶ放送のおかげなのか、世の中に知られていっ

ていることがうれしいと思っています。障がいがあっても、健常者と同じスポーツができ

る喜びはとても大きくて、存在価値をあげてもらっていると思います。私の娘も水泳と出

会って、近畿水泳連盟の方々と出会って目標を持つことができ、輝きが増してきているこ

とが、親としてとてもありがたく思っております。障がい者スポーツを続けていくための

環境がもっと整っていけばよいなと思っています。 

○障がい者スポーツが世の中で一般的なものになり、健常者からもレベルの大会のものと

認識してほしいと思います。 

 

○障がい者スポーツにおいて、各スポーツがどういう障がい者を対象にしているのかが分

からない。自分の障がい状況において、参加できるスポーツが明確になれば、もっといろ

んなスポーツに挑戦できるし、夢も膨らむと思う。 

○障がい者だから無料という考えの人が多く、相応の負担をするようにすべき。また、大

会の標準記録も低いため、トレーニング不十分の人でも参加できるため、肥満の選手も多

い。これでは健常者からみるとお情け競技会となっているため、ファンも増えない。経済

的にも自立し、節制した生活をしている人だけが参加できる大会があってもよいと思う。

○障がい者の水泳大会が開催されていることをもっと広くＰＲしたらいかがでしょうか？

例えば、テレビなどにもっと取材してもらえばどうでしょうか？ 

○世間の皆さんは、障がい者の水泳大会というといきなり世界大会のパラリンピックくら

いしか知らないし、国内で障がい者の競技者がどのように競技しているのか見たことがな
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い人も多いと思います。ＰＲすることで、認知度を上げ協賛して下さる会社の増加につな

がりませんか？有名選手に援助しているスポンサーのように、連盟自体に興味を持ち、協

力して下さるスポンサーがたくさんついてくればいいなと思います。 

〇もう一つ日本全国の障がい者への理解を深めるために、この大会への開催地の小学生、

中学生等子どもたちを招待し、実際に応援やボランティアとして行動してもらうのはどう

でしょうか？私の子どもたちは、赤ちゃんのときから大会に連れて行っております。今は、

私の移動の手伝いや競技中のタッピング等いろいろと協力しています。彼らは街中で障が

いを持つ人を見かけても、怖がらずに対応できるようになりました。どのように対応して

よいかわからず、怖がるそうです。大人も対応できずに遠巻きに見ている人を多く見かけ

ます。そうならないためにも、小さい時から障がいを持つ人との関わりを多く持ってくれ

たら、その子供たちが大人になってしっかり私たちのことを理解してくれる人に成長して

くれるのではないでしょうか？ 

○障がい者の大会はクラスが細かく分かれているので入賞などの確率が高く、いろんな人

にそういった経験ができると思うが、価値が低くなるような気もする。健常者の大会でも、

ある程度のレベルであれば、そういった経験ができると思う。障がい者というと泳いでい

るだけですごいとか言われることが多いが、ものすごく練習したんやろなとか言われる。

しかし実際、健常者で自分よりも多く練習して早い人はたくさんいるし、泳いでいるだけ

でそういった目で見られるのも気が引ける。競技人口も少ないし、世界と勝負できる人な

んてほとんどいないと思う。そういった人たちにももっと注力してほしい。ちなみに奈良

県では健常の大会でもすべて参加できるし、配慮もしてくださいます（車いすなど）。 

○障がいスポーツに関われる一般の指導者（インストラクター）をもっともっと養成すべ

きだ。 

 

○障がいの程度に関わらず、早期に水泳ができる場所、指導者の育成をどんどん進めるべ

きだ。障がい児者に対してそのような情報が少なくもっとアピールすべきだ。 

○障がいの程度にもよりますが、一般のスポーツクラブでは車イス利用者と白杖の視覚障

碍者は利用することが困難なことがおおく、だいたい断られている現状です（単独の場

合）。もちろんバリアフリーなハード面もあげられますが、スタッフの見守りが可能な配

慮ぐらいあってもいいのかなと思います。 

〇年齢的にも強化選手は若い人が多いですが、シニアの年齢的にも選ばれるようにシステ

ムを作ってほしい。 

○身障１級でも年金は２級、母子家庭、妹大学生、母の負担が大きすぎる。生保ではない。

〇川崎区に近い会場を作ってほしい。バリアフリーではない。やさしくない街。就労 10：

00 からでもバス乗車できず、8：30 に家を出ている。障がい者雇用なのに、月～金まで

10：00～5：00 まで働いて低賃金、ボーナスがない。休んでいない。正社員になれな

い。つらい。母に負担をかけたくない。 
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○身体などの障がいがあっても普通高校に通っている生徒はいるので、中学校の総合体育

大会や高校の総合体育大会も障がい者の種目入れてほしい。健常の生徒は、スポーツに対

して認めてもらう機会があるが。もちろんインターハイ等の同時期にも。障がい者スポー

ツが健常者から認めてもらえるよう学校での体験会を進めてほしい（全国で）。 

○水泳の指導者の予定 

○地域連盟の組織（東北、北海道等）の育成 

○水泳連盟の広報紙などがあれば費用を払うのでどのような活動をしているのかとか定期

的にいただきたいです。また、今所属しているスイミングクラブのコーチをとおしホーム

ページの情報等を教えていただければと思っています。 

○住んでいる地域によって（50ｍプールが近くにない）練習環境に差があるので、少しで

もなくなると良いと思います。 

〇身体障がいの選手は、見た目で泳げるのか否か、プール側に勝手に判断されたりするの

はおかしいし、介助が必要な場合も当たり前に介助を受けられるようになってほしいで

す。 

○スポーツは障がいのある人もない人も楽しくできるのが基本だと思います。どの競技も

その部分がないと、競技人口は増えないと思いますし、やりたいなと思った時にいつでも

できると良いですね。 

○全国の大会などに参加したいが、個人で負担する費用が大きく行きたくてもいけない状

況です。（１人では行くことができないので、つきそいも必要なので） 

○選手として世界を目指すときに、環境を整えるのにとても困難な状況にあります。車イ

スを使用しているだけで、プールの設備面から練習が思うようにできない。コーチを探そ

うと思っても、つてがない。基盤整備をお願いしたい。 

 

○クラス分けにもとても疑問を感じています。脊髄損傷のクラスで、確実に足、腰が機能

している人と同じクラスというのは考えられない。大会で見れば一目瞭然にもかかわら

ず、クラス変更にならないのはおかしいと思います。公平なクラス分けを懇願いたします。

車イス使用者（重度障がい者）でも記録できちんと選手選考をお願いしたい。日本代表と

してメダルを取れる可能性がある人が選ばれるようにお願いします。 

○組織も今からバブリーな点があるのでは？「ありときりぎりす」の例ではありませんが

長期的な展望で運営しないとバブルがはじけたら空中分解では困ります。 

○大会運営面に人手がかかりすぎます。 

○大会においてボランティアの皆様の充実さがよかったと思います。私自身もできる限り

参加したいのと、チームやボランティアができるよう努力したいと思っています。ノーマ

ライゼーションの精神で健常者の方々とも楽しいこと、苦しいことをともに感じて社会環

境を良くしていくためにスイミングという姿でパフォーマンスしましょう。 

○大会に参加したかったので個人登録はしましたが、大会の連絡がなくエントリーできま
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せんでした。HP に書いてあるからと言われましたが、初めての登録でそのようなことも

知らず（教えてもらえず）、出場できなかったことが残念でなりません。 

○大会費用に多額の経費が掛かっていると思います。国など公的支援が受けられると良い

と思います。登録料、大会参加費の個人負担が大きくなると、参加人数も減るようになる

と思います。大会は、参加費、登録料の個人負担は、なるべく少ない方が参加人数も増え

るようになると思います。 

○たまたまかもしれませんが、私が出会った日本代表は選ばれた途端、横柄な態度を取る

やつらが多く（特に若年層に多い）、応援も金銭面のサポートもしたいと思わない。技術

だけでなく人としても教育が必要では。またコーチ陣も含め「日本代表部落」ができてい

るようで、一般の選手（仲間）を見下しているように感じる。 

○とても難しいとは思いますが「全国障がい者スポーツ大会」にも関与していただき、障

がい区分の見直しをしてほしい。区分による有利不利の差が大きく、自治体によって選考

基準がバラバラ。 

○地域大会等をテレビ放送すべきです。健常者のは毎日放映されるのに障がい者となると

地方の映像でちょっとしか放映されないのはなぜか。私は全盲ですけど、ニュースや新聞

等でこまめにチェックしています。わたしも一時はパラを目指しましたけど、今は地域の

大会に絞っています。年ですから。神戸、大阪大会は参加しています。役員さんも大変で

しょうけど障がい者のためにご協力ください。 

○地域のプールで練習できているし、不満はありません。 

○近くで参加者会議等があれば、どんな内容を協議されているのか聞いてみたいです。参

加してみたいです。 

○知的障がい者と比べると大会が少ないようなので身体ももう少し増やしてほしいです。 

○地方においての施設並びに指導者の充実を希望します。 

○中学３年生です（普通学校普通クラス在籍）。僕は障がいの大会に出場して２位になって

も学校で表彰してもらえません。その理由は学校の部活ではないからです。水泳部であっ

ても障がいがあることで入部できません。本当につらいです。インクルーシブなんて本当

に実現するのかと思います。でも僕は水泳が好きなので頑張ります。 

○中部エリアです。一般のプール施設での大会なので狭いです。自分の番がくるまでの待

ち時間が長くいる場所がなくエコノミーになりそうです。大会の時期を考えてほしいで

す。 

○聴覚障がい者への配慮が足りないと感じることがある。大会時例えば、"Take your 

mark(s)"（ヨーイ）の合図（聞こえない）がないので出遅れることがある（身構えられな

い）。W-up 時のスタート練習で稀にフラッシュの ON を付けていないときがあり困る。

○できるだけいろいろな大会に参加したいのですが、１人では会場にいけないので二人分

の交通費が必要なため遠くへはなかなか参加できない。 

○東北在住者として九州での大会参加（日本選手権）は費用的に厳しい。 
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○東北大会でジャパラや日本選手権出場タイムをクリアしても全スポには選出されない理

由がわからない。全国大会に出場するレベルではないが人が選出されているのには不満が

ある。（例：複数年連続で選ばれている人がいる反面、複数年選ばれていない。初参加だ

から選ばれるなど。） 

〇短水路のスプリント選手権などがあってもよいと思います。 

〇地方大会や日本選手権の個人の出場種目数を増やしてほしい（１人２種目は少ない）。 

○登録料／日本選手権参加費については空欄とさせてください。財政難のためｕｐは仕方

なしと思っていますが、私は日本選手権止まりの選手ですので、なんだか納得いかないと

ころもあります。いろいろたいへんかと存じますが、これからよろしくお願いします。 

○登録料について、経費面でそんなに大変とは知りませんでした。そうなると値上げは仕

方ないかもしれませんが、健常者のマスターズは登録料 1500 円か 2000 円だったと思

うので、高いなと思っていました。だから、例えば関東大会と全日本が、日程が悪くてい

かなければ、登録するのをどうしようかなと思うところもありました。多くの方が参加し

ていただいて、参加費は今のままでやれたらいいなと思います。 

○今スポーツクラブと障がい者スポーツセンターで練習しています。障がい者になりスポ

ーツクラブで入会したら、そこで知り合った方に障がい者スポーツセンターを紹介されま

した。それまで知らなかったので障がい者スポーツセンターを知らない方もいらっしゃる

と思うので、もっと知ってもらえるように宣伝したらよいと思います。 

○登録料や参加費が高すぎます。健常者のように１人で移動や出費がないし、どこに行く

にも人の手や費用もかかります。もっと自由に参加できるようにしてほしい。 

○特別枠で出たい。中年の星になりたい。還暦で金をとりたい。 

○年をとった人たちの大会（例えば 50,60 歳以上）5 歳きざみで、を考えて下さい。 

○トップアスリートになるには、それなりの施設と指導者が必要である。しかし、地域に

格差があり、地方ではアスリートになるための環境が整わない。又個人の負担も大きい。

○トップレベルの選手の方たちだけでなく、日ごろ指導者や練習環境に恵まれていないス

イマーにも練習会を企画していただけたらと思っています。資金不足であれば親子ででき

るだけ負担します。 

○どの大会も資金力不足でエントリー代が上がっています。これでは誰も出られません。

北海道では大会地に行くだけで大変な交通費をかけています。関東連盟に入っています

が、会員の少ないうえにチーム登録料も高く、チームを維持するのも大変です。 

○なかなか記録が伸びず参加できません。３年前出場権があって書類を送っていただいた

のに、出場できるとは思わず、参加申し込みせずじまいで、その年は終わってしまいまし

た。以降エントリーしていますが、タイムが伸びず、見送ってばかりです。でも今後も挑

戦するつもりでいます。送付された封筒表面に「出場案内」とか書いてあったら、自分も

出場できると認識できたかもしれません。残念な思いでいっぱいです。 

○日本身体には毎年出場したいのですが、交通費、宿泊費などがかかるので毎年出られま
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せん（主婦なので）。普段は近くのスイミングスクールで健常者と一緒に泳いでいます。

その他に月２回自宅から 40ｋｍぐらいのプールへ、障がい者クラブへ行っています（指

導者いるので）。近くに障がい者のチームがあればと思っています。 

○日本選手権にも 400ｍ自由形の種目があればいい（S7）。クラス分けに透明性がない。

クラスが１つ変わるだけで選手生命に関わるので、変わるのであれば「どこがどうだから

こうなりました」とか「あなたは機能的にここは活かせるはずだから、練習次第でまだ向

上しますよ」など、プラスになるアドバイスが欲しい。S6→S7 になったが、練習量は障

がい者としては「多すぎる」とのことだった。その練習量があったから上位大会まできた。

障がいと向き合いつつ、試行錯誤の末に得た「感覚」を「障がい」の軽さとしてみられ、

クラスを変えられてしまうのは納得できない。 

〇競技人口の拡大のためにも、2020 に向けて発信力のある現役選手、連盟の方々は障が

い者としてではなく、アスリートとしてどんどん発信してほしい。 

○入場料を 1000 円／人以上を日本選手権やジャパラで取ればよいのではないでしょう

か。 

○年齢が上がると出られなくなり、今回が最後の大会です。まだまだ出たいのに、タイム

がダメだから、出られません。年寄でも長く出たいのに、タイムで出られないのは辛いで

す。最後の大会だから頑張ります。 

○パソコンがないのでホームページが見れない。 

〇今後も水泳は健康のため続けていきたいと思っております。その中で色々な大会に出た

いと思います。 

○パラ選手、強化選手のみが優遇されている。今年の大会で強化選手が飛び込み禁止コー

スで当会選手にぶつかり、謝りもなく数週間の打撲。 

○パラリンピックに出ます。 

○パラリンピックに向け、障がいクラスを再テストしてもらえるよう簡単なシステムを希

望します。（日本選手権の時以外に） 

○パラリンピックの認知度は、オリンピック同等程度となっていますが、その割にはまだ

個々の競技等について世間に浸透していないと思います。水泳に限らず、東京大会までに

各種イベント等に積極的に参加し、障がい者スポーツに理解と協力が得られるような広報

啓発活動を行っていく必要があると思います。 

○パラリンピックばかり注目して、聴覚障がいの人々の強化が別の扱いになっている。障

がい者水泳連盟に入ったのだから、もう少し歩み寄らないと意味がない。重度障がい選手

への強化普及がおろそかになっている。 

○パラリンピックも近いしアスリートなのでしかたがないことだと思いますが、脳原性の

人たちが少なくなってきているのがさみしく思います。 

○日頃お世話になりありがとうございます。役員の皆様がほぼボランティアで運営いただ

く現状心苦しく思います。ジャパラは日本で一番の大会なので水準が高いのはその通りだ
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と思います。願わくば、春季記録会の基準を以前に戻していただければありがたいです。

以前の春季記録はの本選手権と同じ参加基準で、ステータス「Ｌ」以外、Ｊなどであった

と記憶しております。最近はパラリンピックが近いからか、ジャパラの水準まで引き上げ

られました。一般のマスターズ大会への参加は車イスであることで難しいようですので、

本番の大会が少ない現状です。願わくば春季記録会の出場基準を以前のように日本選手権

のタイムを切れば OK にしていただければ幸いです。 

○日頃から水泳連盟の皆様のご足労に感謝しております。今後とも頑張っていただき、多

くの方々に活躍できる機会を与えて下さい。「喜び、感動」を、また「健全な心身づくり」

を皆様が尽力つくして頂ければ幸いです。今後とものご活躍をお祈りいたします。 

○一人ひとりの障がいに合った泳法をコーチの方々は研究してほしいと思っています。 

○普通の練習で、知的障がいと身体障がいでプールの場所が違ったら泳ぐことをやめなく

て済みました。あまりにも知的の子どもたちが障がい者すぎて、自分も同じ障がい者だと

認めるのにとても辛かったです。今とても泳ぎたいです。 

○不満ではないがいずれは水泳連盟をやめたいと思う。複数の障がいがあり不公平に感じ

ることが時々ある。手帳あり・聴覚障がい（エントリークラス）・精神障がい、手帳なし・

単焦点眼内レンズ挿入・緑内障（低視力・視野欠損）・先天性脊柱側弯症（中度）・骨系統

疾患。障がいスポーツ全般的に、聴覚・視覚・肢体のある重度障がい者への介助申請を許

可できるとやる気がでる。 

○冬でもやっている 50ｍプールが欲しい。広島にはない。 

○障がい者スポーツを知らない人が多い。 

〇連盟のホームページをもっとみやすくしてほしい（自分が探しているものがなかなか出

てこない）。 

〇障がい者スポーツはお金がかかるけど、国からの援助が欲しい。私自身は生活保護なの

でお金のやりくりが大変。 

○ふるさと納税と同じように税制上の優遇策を設ければよい。職税の減免処置があれば

10000～20000 円／年は負担できると思う。 

〇子供の育成に力を入れてほしい。「知らない」子どもは相当います。私もそうでした。小

学生のころプログラムがあれば、それなりに実力をつけられたはず。決して特別なスポー

ツではない。自分の可能性を広げる場があることを伝えてほしいです。そういったリクル

ート活動というか、スカウトに力を入れてほしいです。 

○ホームページ上で自分の知りたい項目になかなかたどりつけないことがあり、途中であ

きらめてしまうことがある。 

○ホームページに載っていますが、インターネットを利用したこともないためよくわかり

ません。国政の方ももっと運動するという体制について援助してほしいと考えます。選挙

ではものすごいお金がかかるの、そのような資金等を集めれば楽にできますね。 

○僕がナショナルチームに入っていた 20 年前に比べたら、社会の認知度も連盟のサポー
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ト体制も大変よくなっていると思います。市の身障センターのプールを使用できる広島は

恵まれている方ですが、それでも常時使用できる 50ｍプールがない。コーチはおらず有

志の指導者に月１度くらい指導を受ける程度であるなど不満はあります。また、重度障が

いの場合、家族や有志のサポートなしでは遠隔地の大会に出場するのは困難があります。

自分の活動は、太極拳がメインになっていますが、仲間のサポートは続けるつもりです。

自分以外で太極拳をやる障がい者は皆無なのですが、20 年後くらいにパラ種目になるこ

とがあれば兆戦してみたいです。一応太極拳連盟の普及指導員資格を持っています。 

○歩行が困難で 10 歳の時水泳を始めました。プールの中で歩けるようになりました。現

在は独歩で自分の行きたいところに出かけられる様になりました。現在 47 歳になりまし

たので、健康のため一生涯水泳を続けたいと思っていおります。東北大会、関東大会、東

京都水泳大会、日本選手権と１年の間にほとんどの大会に参加しています。そんため積立

預金をしています。今後も続けていきたいと思います。水泳にあって本当に良かったと思

っております。 

○北海道エリア限定の大会を創設してほしい（東北や関東に行くと負担がかなり重くな

る）。 

○強化合宿で日本代表を目指すための強化合宿もよいが、レベルアップや継続するための

合宿もあったらいいなと思う（タイム、リストアップ関係なし）。 

○北海道内で日本選手権やジャパラ大会の標準をクリアできる大会を開催してほしい。日

本選手権大会を 10 月までに開催してほしい。出場負担額の助成をしてほしい。 

○本人は身体障がいの他に重度の知的障がいと自閉症があるため、ほとんどの場面で支援

が必要です。 

①知的障がい者に水泳を指導してくれる人、場所が近くにないのが現状です。 

②身体障がいに知的障がいが重複している場合、区分に配慮していただきたいです。 

○股関節の場合、自分に合った泳ぎをしています。泳法が厳しくなり、地区大会の参加も

無理になるのかなと思っています。全国大会も年をかさねると速くは泳げません。でも自

分の励みとして、地区大会には参加したいなと思っています。泳ぎを始めたころの年配の

方達と顔を見なくなり、さびしくなりました。年寄なりのマイペースで参加できるように

なったらいいなと思います。私もあと何年参加できるのでしょう。 

○まだまだ理解されていないと思う。国体も健常者はＴＶ等放送されるが、障がい者は少

ないと思う（パラリンピックなど出るような人は違うと思うが）。 

○大会参加費は、旅費等がかかるので、できれば無料にしてほしい。 

○観てもらうことで理解が進むと思います。正直、障がい者の１人として観に行きたいと

思えないのが障がい者スポーツの現状と思います。ルールやアスリートたちの姿をもっと

知ってもらう工夫、メディアの利用、エンターテーメント性の追求を加速できればいいな

と思います。 

○良質なコーチの育成が急務である。 
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〇障がい者スポーツセンタープール内の障がいごとのコース分けを管理者に求める。 

○同上プールでの定期的なレッスンの開催。 

○練習場所を増やしてほしい。例えば、全国の民間スイミングスクールとの提携や市町村

での使用に困らない程度の時間や設備を整えてほしい。民間のスイミングスクールが受入

れ OK ならば、スポーツとしての広がりもでてくると思う。 

○連盟、協会とどこがどうなのかとわからないことが多い。国体、日本選手権、クラス分

け、内容を統一すべき点あり。クラス分けの役員は上目線での言葉かけはやめてほしい。

何が偉いのですか？ボランティアとしてやっていて本当に腹が立ちます。これではこれか

らの子どもたちはやる気をなくします。楽しむための水泳が、有名人にはペコペコ、一生

懸命の選手はどこへやらですね。 

○連盟には失望している。現役にジャパラに出ていたころ、当時の連盟のコーチに４泳法

もできず、コーチにもつかないやつはジャパラに出るなと言われたことがある。私は幼少

のころ障がい者のコーチなどしてくれる環境などなかった。また先天性の場合、生活のた

め仕事をすることが必須になり、そこまで時間はとれないのが現実である。パラリンピッ

ク等が一部の裕福な障がい者のためのものであることは否定しない。次世代のパラ選手希

望者が引退後に生活が成り立つようにしてほしい。障がい者はバイトで生計を立てられな

い。 

○若い選手たちは家族の同伴もあり遠征費用等が高額となることから、極力選手の負担が

少なくなればなお良い。 

○我が水泳チームも高齢化が目立ち、若者の入部が少ない。一昨年新しく県営プールがで

き、環境もよくな多ので若いスイマーを発掘したい。 

○私自身は、水泳は術後のリハビリとして始め、最初出場したのが健常者マスターズ大会

でした。その中で知り合ったかたが障がい者で、手帳を持っていると話したら、「一緒に

障がい者大会に参加しよう」と誘っていただき、今では両方の大会で楽しませていただい

ています。障がい者大会でたくさんの感動をもらって、毎回パワーを頂いている次第です。

どの大会も泳げる喜びと多くの方々のご尽力に心から感謝を抱き、幸せの気持ちでいっぱ

いになります。お世話して下さる皆様のおかげで、障がい者も元気に泳ぎ、楽しめること

を忘れず、この先長く健康で泳げることを祈っています。 

○私は四国に住んでいます。移動するのに１人若しくはもう一人私を含めて３人の移動に

なります。飛行機の早々割など利用して少しでも移動のときの経費を少なくするようにし

ています。ですから全国大会の場所、日程を少しでも早く知りたいのですがホームページ

に全国大会の行事予定表をもう少し早く出して下さい。ランキングももう少し頑張って早

くお願いします。 

○私は日本選手権大会に何度か出場しているが、いつもどんなに頑張っても下の方の順位

にしかなれないので、出場するかどうか悩む。私のクラスは S7 に近い S8 なので、私の

ようにいつも下の方の順位で固定の人は出場しなくなる人が多い。モチベーションが上が
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らない。日本選手権に出場する意味があるのかと思ってしまう。 

○私は右大腿切断で、日常生活では義足で車イスは使用しておりません。しかし、プール

サイドのみは転倒防止のため、車イスを使用しております。今年から連盟主催の大会では、

車イスの貸し出しがなくなりました。全国大会など遠距離での大会となりますと、各自が

車イスを運ぶ負担が増えとても苦労します。そこで貸出希望のみ事前申込制として貸し出

しを再開してもらえませんでしょうか。そうすれば車イスの台数も最小限に抑えられると

思います。どうか是非検討をお願いします。障がい者スポーツの大会で車イスがないのは

おかしいと思います。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 
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Ⅱ．技術支援会員向けアンケート記述意見全文 

 

問 4.現在の職業「9.その他」 

・無職 

・県障がい者スポーツ文化協会 

・会社役員 

・会社経営 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 5.現在の資格等「8.その他」 

・持っていない 

・日体協水泳指導員 

・障がい者スポーツトレーナー 

・健康運動指導士 

・JATI トレーニング指導者、日体協ジュニアスポーツ指導員 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 6(1).技術支援会員になった動機「4.その他」 

・先輩に誘われたから 

・職場で障がい児クラスの担当となり学びたいと思った 

・上司からの紹介 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 6(2).ほかの活動内容 

・マスターズ水泳への参加、日本水泳連盟競技役員 

・ボッチャ、健常者の水泳、陸上 

・発達障がい児の療育水泳 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 6(3).活動できるジャンル「9.その他」 

・普及イベント（水泳の日のような） 

・組織運営について内容はわかりませんが興味はあります。 

・自分にどの程度の仕事が可能なのか？ですが、基本的な知識できることがあればお手伝

いさせてもらいたいです。 

・業務等の都合が合えばいつでも 

※すべての回答をそのまま掲載している。 
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問 6(4).活動場所「4.その他希望」 

・できる範囲でお手伝いしたいと思います 

・長期は期間によります。職場と相談となるためなるべく早めに知らせていただきたいと

思います。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 7(2). 練習プールなどの確保における障がいを理由とする差別や偏見の具体例 

・他の利用客から一緒に泳ぎたくないなどのクレームを施設側に要望するなど。 

・他（健常者）と違うサポートが必要なため、入会を断られた。指導上の安全を保証でき

ないため、入会を断られた。 

・減ってはいるが利用そのものを断るケースや、個人の能力を評価せずに決めつけで対応

することは未だ見受けられる。 

・古い施設で段差があるため車イスでの練習が困難。 

・プール利用、スクールへの入塾を断られたとか聞いたことがある。 

・プールによって、肢体障がい者は付き添いがないと入ることができないや、肢体障がい

者は大丈夫だが視覚障がい者は受け入れられないなどの偏見があった。 

・トップ（強化選手）外、練習できる場所が少ない。 

・知的障がいの受け入れに拒否的な施設がある。民間施設職員がＷ／Ｃを扱えない。利用

に毎度確認時間を取られるなど。 

・大学のプール利用で同じ水泳部でありながら、同じインターバルの練習ができないため、

利用時間が限定的にされている。 

・全盲や車イスなど介助が必要な場合に使えなかったり、かなりの制限があること等は人

から聞いたことがある。 

・設備や施設側の安全管理の問題で使用できないといわれたプールがあると聞いたことが

ある。 

・少なくなってきているとは思いますが、民間スポーツクラブ等のスタッフや運営者の障

がい水泳についての理解がまだ低いように思います。 

・スイミングでは営業上。 

・スイミングクラブでも障がい者だからと断られるケースが多い。 

・水泳指導環境（スイミングスクール等）がない。 

・障がいを理由に選手コースへの入会を断られたことがあると聞いた 

・障がいのある人の利用は介護や付添を求められることが多い。 

・障がい者は専用プールを使うよう誘導されたり、一般コースを使用すると利用者から苦

情を言われることがある。 

・障がい者スポーツセンターに勤務しております。その中で民間プールに入会したくてい

ったが障がいがあるからとという理由で断られたケースが時々あり、当センターに問い合

わせが寄せられている。 
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・障がい者＝車イスを持っている人と思い込み。障がい者の団体＝一般からクレームが上

がりそうで、お昼の時間帯にしてほしいと言われたことがある。 

・自由に使うことができない（健常者と同じように）。 

・重度障がい児、者の方に対しては、練習許可下りない場合もある。また、差別偏見とは

異なるが、健常者の練習だけほぼプール利用は一杯であり、障がい者の入る余地がないこ

ともある。 

・借用の優先順位が低い。障がいのある人すべてにサポートする必要だとみられがち。 

・実際に障がいを理由にスイミングに入れなかった選手を今指導しているから。 

・視覚障がい者の練習場所を探しているときに。 

・市営プールで泳いでいますが、年に数回水泳に来る養護学校の水泳教室以外に障がい者

の遊泳場面をみたことがありません。 

・心ない言葉を発する人がいる（障がいへの理解が十分でないため）。 

・車いす対応でないところがある（一般のプールやジムなど）。 

・車イス使用の 7 スイマーとプールに行ったとき更衣室がない、対応していない施設だか

らと断られたことがある。 

・聞いた話ですが、プールを利用するのに本人だけでは使用させてもらえない、必ず同伴

者が必要。 

・泳ぐスピードが違うため、邪魔者扱いされるときがある。 

・泳がせてみたり施設利用させてみて、試みてからの利用を断ったり制限したりすること

を判断してくれれば本人も納得できるが、それをなくして利用できない、させないケース

があること。 

・今でも「障がいがあるゆえに何かアクシデントが起こったときに対応できない」などを

理由にプール利用を断られる話を耳にする。 

・一般プール利用の際に介護者同伴の条件が必要だった。 

・一般のプールで断られることがあると聞いたことがある。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 7(3)リハビリや健康維持に取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必要と思

うことは何ですか。「7.その他」 

・民間スポーツクラブ向けの障がい者水泳の研修 

・民間スポーツクラブ対象の水泳導入の研修 

・全都道府県をみても障がい者スポーツセンター、福祉センターのプール環境が整ってい

るとは言えないと思う。また、公営プールでも利用料金が異なり、介助者の利用料を考え

ると金銭的負担は健常者以上となる。 

・障がいを待った方への偏見をなくすこと。 

・サポーターの育成（一緒にプールに入ってくれる人）。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 
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問 7(4) レクリエーションとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に必要と

思うことは何ですか。「7.その他」 

・プール利用のマナーなどを教える、伝える機会を！ 

・障がいを待った方への偏見をなくすこと。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 7(5) パラを目指すアスリートとして取り組む障がい者スイマーの練習環境の改善に

必要と思うことは何ですか。「7.その他」 

・民間のスイミングにおいて練習環境が整うと良い。 

・周りの理解 

・日常的にサポートできる人材の確保 

・専任コーチの確保 

・上記の事業を実施するための国や自治体からの助成金 

・障がい者コーチと一般コーチの交流 

・指導者への講師料 

・JISS のような拠点施設の充実 

・（オリ・パラに限らず）受け身ではなく、自分から練習環境の整った学校や企業への進学、

就職や施設のある地域への転居 

・連盟強化担当と普段選手を担当しているコーチとの連携 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 8-1.健常者の大会に参加している障がい者水泳選手を見たことがある大会 

・宮崎県高校総合体育大会 

・神戸市民選手権大会 

・県の高校総体、ただし、FINA のルールのため平泳ぎで失格となっていた 

・マスターズ水泳大会 

・実業団、県体 

・東京都の公認大会、中高の大会 

・中央大学日本大学対抗戦（日水連公認大会） 

・地域のマスターズ大会 

・地域の市民水泳大会 

・辰巳の大会（マスターズ） 

・大学時代の山田拓郎君のレースなど 

・全中、インハイ、インカレ（デフの選手） 

・スイミング日本選手権 

・静岡県内の大会、日本実業団大会、日本マスターズ大会、中体連、高体連関係など 
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・兵庫県高校大会 

・神戸市民大会 

・神戸市マスターズ大会 

・神戸市ジュニアスイマーズシート 

・高知県総体大会、中学県総体大会 

・県選手権大会、日本実業団水泳 

・県水泳選手権大会に聴覚障がい者の参加 

・県高校選手権 

・県ＪＯ、マスターズ等 

・近畿高等学校選手権、ただし健常者の競技規則を守る選手のみ 

※同様の回答は一部まとめて掲載している。 

 

問 8-2.健常者の大会に参加していない理由「6.その他」 

・大会の参加資格等周知されていない。 

・その方がどこを、何を目指しているかによると思っていました。 

・障がい者は参加できないと、例えばその種の学校は自ら考えているのかも。遠慮してい

る。 

・健常者の水泳大会には行ったことがない。 

・裏側で練習しています。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 10-2. 連盟主催・共催大会に参加した際の役割「5.その他」 

・レース分析 

・誘導 

・入退水 

・トレーナー 

・代表チームのシミュレーション 

・総務、記録など 

・審判長、副審判長 

・出発合図員 

・コーチとして 

・記録処理 

・介助 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

問 10-4. 連盟主催・共催大会への不満理由 

・ルール変更、評価方法の変更多い。たまの参加だとついていくのが大変。 

・なかなか障がいの特性が伝わらない、介助を下に、軽くみられる（知らない方々に）。 
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・これはこれまでも報告書などでもお願いしていますが、上位大会での情報を共有して地

域レベルでの普及、大会の質を向上させるためにも、名大会でのそれぞれのパートでの反

省点や特記事項は、その大会ごとにそれぞれで完結ではなく、他のパートを担当した役員

や地域連盟とも共有するべきだと思います。具体的な理由としては、「各大会で統一した

適切で公平なジャッジができるよう、地域レベルでの競技役員の資質の向上のため」「招

集や介助に関しても、それぞれの泳ぎに関しても、地域やクラブレベルで選手やコーチが

知っておく」。できるようになっておくべきことができないまま上位大会に参加する選手

が多くいます。 

・業務の偏り過ぎ、ボランティアの範囲（責任等）を超えている。 

・RE において、A,T が付与されない場合の選手の介助申請のはっきりした線引きがあれば

よい。 

・２種以上にエントリーできるようにすべきであると思う。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 11-1.2020 年パラ大会への参加「6.その他」 

・まだ見通しがつかない。 

・不明 

・まだわからない。役員としてはまだ未熟なので。 

・必要とされれば競技役員かボランティアで参加。 

・参加できること、自身ができることがあれば、何でもよいと考えます。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 11-2.競技役員としての役割「5.その他」 

・必要なポジションがあれば。 

・雑用係が必要であれば。 

・コーチ 

※すべての回答をそのまま掲載している。 

 

問 11-2.参加条件「5.その他」 

・日程が合えば、旅費は自分で出してでも参加する。 

・状況次第。 

・参加したい気持ちはあるが周辺を取り巻く環境が整っているとはいえないので何とも言

えない。 

・現状のまま 2020 へ行きます。 

・可能な範囲でできるだけ参加したい。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 
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自由意見 連盟の事業や障がい者スポーツの現状、その他意見 

○予防医学の発展や少子化の影響で、日本障がい者水泳連盟の会員数も少なくなっている

と思われます。単独での運営が難しくなるでしょうから、日本水泳連盟と一体となり、運

営するしか道はないのかなと思います。 

○日本障がい者水泳連盟に関わる若手スタッフの育成。2020 年以降も関わることができ

るスタッフの充実。 

○地域活動がしっかりした組織と熱意で成り立たないと障がいスポーツ（水泳も）の発展

も難しいと思います。各地域ブロックの活動が積極的に内容向上するためにも補助金制度

を強化していただけると良いと思います。 

○選手が出場できる健常者との大会を増やして競技力を高めていけて、理解が得られる場

を作ってほしい。 

○水泳だけに限らず、もっとスポーツとしてのスポーツ？を浸透させなければなと思う。

だいぶ福祉から離れてきているかなとは思うが、まだまだリハビリ的な意味が強いのかな

と思う。障がいは個性であって本人たちも一生懸命にやっているからこそ大舞台にたつの

であるし、オリンピック・パラリンピックと分けなくても良い時代が来ることを願う。 

○障がい者スポーツは、まだまだ一部の障がい者しか参加していないと感じます。もっと

幅広く参加でき、気軽に楽しめる機会や場所を提供することが普及につながると感じま

す。 

○障がい者水泳競技役員を増やすことで、ＦＩＮＡ／ＷＰＳの壁が低くなると思います。

日水連の競技役員に対する研修の機会を増やし、健常者の大会参加への理解を促すとよい

と思います。 

○障がいがっても泳げることを知らない障がい者もいます。また的確に指導できる人も少

ないのが現状です。本部主催であっても地域主催であってもよいのですが、新しい選手を

発掘する、水泳を継続してもらう（選んでもらえるように）、教室のような形で各地を回

る等考えてみたらどうでしょうか。プールを持っている障がい者スポーツセンターでは既

に実施されていますが、施設を持たないところではやりたくてもその機会すらほとんどな

いのが現状です。 

○サイボウズは通知があれば毎回確認していますが、HP は最近非常に見にくくなったた

め、以前に比べ見なくなりました。 

○会費については、技術支援会員がいくら負担できるかではなく、選手の登録料を〇〇円

にしたが、まだどれだけ不足だから技術委員も会費を〇〇円負担してほしいというのが先

ではないでしょうか。そういう話であれば、例えば 3000 円／年会費程度であれば協力

します。 

○これからもできる範囲でお手伝いできればと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○県の水泳連盟の活動を通じて、心のバリアフリーが浸透してきているように感じます。
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一方で民間のスポーツクラブ等では「受入れたいが建物にバリアがあって受け入れられな

い」など物理的な障壁に問題をかかえている施設もあります。建物のバリアフリー化に取

り組む事業所に対して、一層の助成金と周知が必要であるとともに、事業所に対する合理

的配慮にかかり出前講座の必要性を感じます。 

○共生社会について、どんな小さなどんな大きな体育関係の組織の集まりに出てみればわ

かります。多くなったとはいえ、女性の役員（特に上位）が少なすぎます。ジェンダーレ

スやノージェンダーの言葉すら知らない体育協会世界で共生社会の理想がかなえられる

とは思えません。僕も男ですが。 

○可能な限り協力、参加していきたい。 

○各地域の水連（健常）、行政、プール建設関係者へのアピールとして、50ｍ屋内がない

にしても、25ｍプールでの全国大会を持ち回りでやってほしいです。新たに作るのも大

変ですので、ろう者と協力しやってみる。知的は人数が多すぎて対応できないプール（県）

もあると思うのでろうから。 

○各都道府県に障がい者スポーツセンターがあるのがベストだとは思うが、週１回でも各

県で水泳の練習ができるプールや練習する環境を作ることで、地方の選手の発掘及び強化

につながるのではないでしょうか。これは JPSF だけではなく県との連携も必要になって

くることとは思いますが。 

○各大会や合宿等での交通費などの明細書が頂けるのであればいただきたいと思います。 

○2020 年以降どうなるのか不安要素が大きい。 

○一部の人に業務が集中している感は否めない。その人がいないと誰もわからない。 

※すべての回答をそのまま掲載している。 
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Japanese Para-Swimming Federation 

この事業は、⽇本財団
パラリンピックサポートセ
ンターによる助成⾦を充
当して作成されました。 


